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乳
雌
の
自
家
育

成
増
頭
を
支
援

２１
年
度
関
連
対
策

予
算
の
内
訳
は
公
共
事
業

費
が
２０
年
度
当
初
予
算
比
０

・
１
％
増
の
６
９
９
５
億
円
、

非
公
共
事
業
費
が
０
・
４
％

減
の
１
兆
６
０
５
５
億
円

（
表
）
。

農
業
関
係
の
重
点
事
項
の

う
ち
、
「
生
産
基
盤
の
強
化

と
経
営
所
得
安
定
対
策
の
着

実
な
実
施
」
で
は
、
畜
産
・

酪
農
経
営
安
定
対
策
に
２０
年

度
と
同
額
の
２
２
３
４
億
円

を
計
上
。
肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
交
付
金
（
牛
マ
ル
キ

ン
）
、
加
工
原
料
乳
生
産
者

補
給
金
等
に
よ
り
、
畜
産
・

酪
農
経
営
の
安
定
を
支
援
す

る
。
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

の
た
め
、
麦
・
大
豆
、
飼
料

用
米
な
ど
へ
の
転
作
に
助
成

す
る
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
」
も
同
額
の
３
０

５
０
億
円
を
確
保
。野
菜
、果

樹
、
茶
な
ど
の
生
産
基
盤
の

強
化
に
向
け
、
「
野
菜
等
の

生
産
振
興
対
策
」
は
８
億
円

増
の
１
５
０
億
円
と
し
た
。

「
農
業
農
村
整
備
、
農
地

集
積
・
集
約
化
、
担
い
手
確

保
・
経
営
継
承
の
推
進
」
で

は
、農
業
農
村
整
備
事
業〈
公

共
〉
に
６９
億
円
増
の
３
３
３

３
億
円
を
計
上
。
農
地
の
大

区
画
化
や
農
業
水
利
施
設
の

長
寿
命
化
、
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
対
策
の
強
化
な
ど

を
実
施
・
支
援
す
る
。
農
業

人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業

等
は
８
億
円
減
の
２
０
５
億

円
を
計
上
。
担
い
手
を
育
成

・
確
保
す
る
た
め
、就
農
準
備

や
経
営
開
始
時
の
経
営
確
立

を
支
援
す
る
資
金
を
交
付
す

る
ほ
か
、
農
業
法
人
な
ど
で

の
実
践
研
修
を
支
援
す
る
。

「
農
山
漁
村
の
活
性
化
」

で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
の

実
施
の
た
め
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
４
８
７
億
円
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
２
６
１
億
円
、
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

２５
億
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
額

を
計
上
。
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
と
ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥
獣
の

肉
）
利
活
用
の
推
進
は
、
２０

億
円
増
の
１
２
２
億
円
を
確

保
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
力
強
化
や
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
な
ど
に

係
る
事
業
に
予
算
措
置
を
講

じ
て
い
る
。

農
水
省
は
１２
月
１０
日
に
開

い
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
畜
産
部
会
の
答
申

を
受
け
て
、
２１
年
度
の
畜
産

物
政
策
価
格
を
決
定
し
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金

は
２０
年
度
よ
り
１
㌔
当
た
り

５
銭
引
き
下
げ
、
集
送
乳
調

整
金
は
同
５
銭
引
き
上
げ

た
。
肉
用
子
牛
の
保
証
基
準

価
格
等
は
、
全
て
据
え
置
い

た
。加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
単
価
及
び
集
送
乳
調
整
金

単
価
は
前
年
と
同
じ
方
式
で

算
定
。
加
工
原
料
乳
生
産
者

補
給
金
単
価
は
、
「
集
送
乳

に
最
低
限
必
要
な
コ
ス
ト
」

を
計
上
し
て
算
出
し
た
前
年

度
単
価
を
基
に
、
「
生
産
コ

ス
ト
等
変
動
率
方
式
」
で
算

定
し
た
結
果
、
８
円
２６
銭
と

な
っ
た
（
表
）
。
光
熱
動
力

費
や
労
働
費
が
減
少
傾
向
、

搾
乳
牛
１
頭
当
た
り
乳
量
は

増
加
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と

な
ど
を
反
映
さ
せ
た
。

集
送
乳
調
整
金
は
、
経
費

が
か
か
る
条
件
不
利
地
か
ら

も
集
乳
す
る
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
（
指
定
団
体
）
等
に

交
付
す
る
。
単
価
は
、
「
集

送
乳
に
最
低
限
必
要
な
コ
ス

ト
を
除
い
た
集
送
乳
経
費
」

か
ら
算
出
し
た
前
年
度
単
価

を
基
に
、
「
集
送
乳
コ
ス
ト

等
変
動
率
方
式
」
で
算
定
し

た
結
果
、
２
円
５９
銭
と
な
っ

た
。輸
送
単
価
が
増
加
傾
向
、

集
送
乳
量
は
減
少
傾
向
で
推

移
し
た
こ
と
な
ど
を
反
映
さ

せ
た
。補
給
金
と
の
合
計
は
、

２０
年
度
と
同
じ
１０
円
８５
銭
と

な
る
。

２１
年
度
の
乳
製
品
向
け
生

乳
消
費
量
は
、
業
務
用
消
費

量
の
回
復
を
見
込
ん
で
２０
年

度
を
上
回
る
３
６
７
万
㌧
と

推
定
。
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス

輸
入
量
１４
万
㌧
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ

１１
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
税
割
当

数
量
８
万
㌧
を
差
し
引
い

て
、
補
給
金
の
総
交
付
対
象

数
量
（
必
要
と
な
る
生
乳
供

給
量
）
は
、
２０
年
度
と
同
量

の
３
４
５
万
㌧
と
し
た
。
牛

乳
等
向
け
生
乳
消
費
量
は
４

０
７
万
㌧
、
自
家
消
費
等
量

は
５
万
㌧
と
推
定
。
生
乳
必

要
量
の
合
計
は
７
５
７
万
㌧

と
な
る
。

一
方
、
生
乳
生
産
量
は
経

産
牛
頭
数
及
び
１
頭
当
た
り

乳
量
の
増
加
に
よ
り
、
２０
年

度
を
上
回
る
７
５
２
万
㌧
と

推
定
。
国
産
乳
製
品
の
需
要

を
満
た
す
た
め
に
は
、
さ
ら

に
５
万
㌧
の
生
乳
が
必
要
と

な
る
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

制
度
で
は
、
保
証
基
準
価
格

と
合
理
化
目
標
価
格
を
交
付

対
象
５
品
種
に
そ
れ
ぞ
れ
設

定
し
て
い
る
。
前
者
は
、
肉

用
子
牛
の
生
産
条
件
や
需
給

事
情
な
ど
を
考
慮
し
、
再
生

産
を
確
保
す
る
た
め
に
定
め

ら
れ
る
価
格
。
後
者
は
、
輸

入
牛
肉
に
対
抗
し
得
る
肉
用

牛
生
産
の
確
立
を
図
る
た

め
、生
産
の
合
理
化
に
よ
り
、

そ
の
実
現
が
必
要
な
目
標
価

格
。
前
年
と
同
じ
方
式
で
算

定
し
た
結
果
、
コ
ス
ト
等
の

変
動
が
小
さ
く
、
両
価
格
は

全
品
種
で
２０
年
度
と
同
額
と

な
っ
た
。

政
府
は
１２
月
１５
日
、
２０
年

度
第
３
次
補
正
予
算
案
を
閣

議
決
定
。
農
林
水
産
関
係
は

１
兆
５
１
９
億
円
（
公
共
事

業
費
４
５
４
９
億
円
、
非
公

共
事
業
費
５
９
７
１
億
円
）

の
大
型
予
算
と
な
っ
た
（
上

表
）
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
の
国

内
農
業
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
の
予
算

を
確
保
し
た
。

予
算
の
内
訳
は
「
『
総
合

的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大

綱
』に
基
づ
く
施
策
の
実
施
」

と
し
て
３
２
２
０
億
円
、「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地
域

・
社
会
・
雇
用
の
好
循
環
の

実
現
」
が
３
５
３
３
億
円
、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
と
災
害
復
旧
の
推
進
」
が

３
６
５
８
億
円
、
「
農
林
水

産
業
の
生
産
性
向
上
、
農
山

漁
村
の
活
性
化
等
の
推
進
」

が
１
２
８
億
円
（
事
業
の
重

複
有
り
）
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱

の
改
訂
に
基
づ
き
、
農
林
水

産
物
・
食
品
の
３０
年
輸
出
５

兆
円
目
標
の
実
現
に
向
け
た

体
制
整
備
の
た
め
の
事
業
を

措
置
し
た
ほ
か
、
牛
肉
、
果

実
、
米
な
ど
重
点
品
目
の
産

地
育
成
、
生
産
基
盤
強
化
を

支
援
す
る
。

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

と
し
て
、
和
牛
・
乳
用
牛
の

増
頭
・
増
産
対
策
に
１
５
６

億
円
を
計
上
。
和
牛
の
増
産

や
酪
農
の
生
産
基
盤
強
化
を

進
め
る
た
め
、
増
頭
奨
励
金

を
交
付
す
る
。
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
は
４
８
１
億
円
、

「
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
力
強

化
」
は
１
５
０
億
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
た
。

国
際
競
争
力
を
高
め
る
た

め
、
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
に
３
４
２
億
円

を
計
上
。
野
菜
、
果
樹
等
の

栽
培
に
お
い
て
、
高
収
益
作

物
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
む

産
地
へ
の
機
械
の
導
入
な
ど

を
支
援
す
る
。
新
市
場
開
拓

に
向
け
た
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
刷
新
）
事
業
に
は
２

９
０
億
円
。
新
市
場
開
拓
用

米
・
加
工
用
米
、
麦
・
大
豆

等
の
高
収
益
作
物
の
生
産
を

進
め
る
た
め
、
機
械
・
施
設

の
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、
「
経
営
継
続
補
助

金
」
に
５
７
１
億
円
、
園
芸

農
家
向
け
の
「
高
収
益
作
物

次
期
作
支
援
交
付
金
」
に
１

３
４
３
億
円
、
肥
育
牛
経
営

等
を
支
援
す
る
「
肥
育
牛
経

営
改
善
等
緊
急
対
策
」
に
１

７
６
億
円
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
災
害
復
旧
等
事
業

〈
公
共
〉
に
１
４
４
９
億
円

を
措
置
。
令
和
２
年
７
月
豪

雨
等
で
被
災
し
た
農
地
・
農

業
用
施
設
等
の
速
や
か
な
復

旧
・
復
興
を
実
施
・
支
援
す

る
。
（
３
面
に
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
）

農
水
省
は
１２
月
１０
日
、
農

畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
）
事
業
に
よ
る
２１
年
度
畜

産
物
価
格
関
連
対
策
を
決
定

し
た
。事
業
予
算
の
合
計
は
、

２０
年
度
と
同
額
の
３
２
０
億

６
千
万
円
。

酪
農
経
営
支
援
総
合
対
策

事
業
は
４５
億
７
千
万
円
と
１

億
２
千
万
円
増
額
。新
た
に
、

自
家
育
成
に
取
り
組
む
都
府

県
の
中
小
規
模
経
営
を
支
援

す
る
（
雌
子
牛
増
頭
１
頭
当

た
り
５
万
円
）
。
供
用
期
間

延
長
の
た
め
の
乳
房
炎
ワ
ク

チ
ン
へ
の
助
成
も
行
う
。
ま

た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
目
指

す
学
生
の
修
学
支
援
や
、
ヘ

ル
パ
ー
の
待
遇
改
善
（
最
大

で
月
３
万
円
×
１２
ヵ
月
）
な

ど
を
実
施
す
る
。

肉
用
牛
経
営
安
定
対
策
補

完
事
業
は
３６
億
４
千
万
円
と

２
千
万
円
増
額
し
、
繁
殖
雌

牛
増
頭
の
た
め
の
簡
易
牛
舎

整
備
等
へ
の
支
援
を
充
実
・

強
化
す
る
（
育
成
牛
の
簡
易

牛
舎
も
対
象
に
追
加
等
）
。

堆
肥
舎
等
長
寿
命
化
推
進
事

業
も
２
億
２
千
万
円
と
１
千

万
円
増
額
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
酪
農
家
の
働

き
方
改
革
を
短
期
・
集
中
的

に
支
援
す
る
「
酪
農
労
働
省

力
化
推
進
施
設
等
緊
急
整
備

対
策
事
業
」
に
５５
億
円
、
和

牛
遺
伝
資
源
流
出
防
止
対
策

等
緊
急
支
援
事
業
に
２０
億
７

千
万
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
２０
年

度
と
同
額
を
措
置
し
て
い

る
。

２０２１年度農林水産関係予算の概要
２０年度
当初予算額

２１年度
概算決定額

２０年度第３次
補正予算額

農林水産予算総額
（対前年度比） ２３，１０９ ２３，０５０

（９９．７%） １０，５１９

公共事業費
（対前年度比） ６，９８９ ６，９９５

（１００．１％） ４，５４９

非公共事業費
（対前年度比） １６，１２０ １６，０５５

（９９．６％） ５，９７１

２０２１年度畜産物価格
１加工原料乳生産者補給金単価、集送乳調整金単
価及び総交付対象数量

２０２１年度 前年度比増減

加工補給金 ８．２６円/kg －０．０５円/kg
集送乳調整金 ２．５９円/kg ＋０．０５円/kg

合計単価 １０．８５円/kg ０
総交付対象数量 ３４５万㌧ ０

２肉用子牛の保証基準価格と合理化目標価格（円/頭）

２０２１年度 前年度比
増減

保
証
基
準
価
格

黒毛和種 ５４１，０００ ０

褐毛和種 ４９８，０００ ０

その他の肉専用種 ３２０，０００ ０

乳用種 １６４，０００ ０

交雑種 ２７４，０００ ０

合
理
化
目
標
価
格

黒毛和種 ４２９，０００ ０

褐毛和種 ３９５，０００ ０

その他の肉専用種 ２５３，０００ ０

乳用種 １１０，０００ ０

交雑種 ２１６，０００ ０

２１
年
度
農
水
予
算
２
兆
３０５０
億
円

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

生
産
基
盤
強
化
、経
営
安
定
化
を
支
援

政
府
は
１２
月
２１
日
、
２１
年
度
当
初
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

２０
年
度
と
同
水
準
（
９９
・
７
％
）
の
２
兆
３
０
５
０
億
円
を
確
保
。
農
業
の
生
産
基
盤
強

化
や
経
営
安
定
対
策
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
。
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定
対
策
、
主
食
用
米

か
ら
の
転
作
に
助
成
す
る
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
、
農
村
の
振
興
・
活
性
化

を
図
る
「
日
本
型
直
接
支
払
の
実
施
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２０
年
度
と
同
額
を
計
上
し
た
。

２０
年
度
第
３
次
補
正
１
兆
円
超

増
頭
・
増
産
対
策
に
１５６
億
円

（億円）

２１年度畜産物価格

加
工
原
料
乳
合
計
は
前
年
同
額

肉
用
子
牛
す
べ
て
据
え
置
き

謹 賀 新 年
（公社）全国開拓振興協会

役職員一同
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酪
農
所
得
向
上
に
真

に
必
要
な
こ
と

我
が
国
で
は
、
酪
農
所
得

の
低
迷
の
原
因
が
政
府
に
よ

る
規
制
と
酪
農
協
に
よ
る
縛

り
に
あ
る
と
し
て
、
い
ま
だ

に
一
層
の
規
制
撤
廃
と
貿
易

自
由
化
を
推
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
本
末
転
倒
で
、
規
制
撤
廃

と
貿
易
自
由
化
こ
そ
が
酪
農

所
得
低
迷
の
原
因
で
あ
る
。

規
制
緩
和
が
正
当
化
で
き

る
の
は
、
市
場
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
市
場
支
配
力
を
持
た
な

い
場
合
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
一
方
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
が
強
い
市

場
（
小
売
が
強
く
、
し
わ
寄

せ
が
酪
農
家
に
い
く
）で
は
、

規
制
緩
和
は
、
一
方
の
利
益

を
一
層
不
当
に
高
め
る
の

で
、
理
論
的
に
も
正
当
化
さ

れ
な
い
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
が
存

在
す
る
市
場
で
は
、
規
制
緩

和
で
な
く
、
一
方
に
偏
る
利

益
を
是
正
す
る
た
め
に
、
①

取
引
交
渉
力
を
強
化
で
き
る

共
販
組
織
、
②
政
策
的
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
こ
そ
が

正
当
化
さ
れ
る
。
各
国
は
、

そ
れ
に
沿
っ
た
政
策
的
関
与

を
行
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
や
カ

ナ
ダ
は
①
②
の
両
方
、
米
国

は
主
と
し
て
②
で
対
応
し
て

い
る
。

共
販
弱
体
化
の
見
直
し

共
販
の
ル
ー
ル
に
縛
り
を

か
け
る
改
正
畜
安
法
は
、
世

界
の
動
向
に
も
逆
行
し
、
本

来
の
独
禁
法
の
精
神
（
農
協

共
販
を
規
制
し
な
い
）
と
矛

盾
す
る
「
重
大
な
欠
陥
」
を

有
し
て
い
る
。
小
売
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
が
強
く
、

「
買
い
た
た
き
」
構
造
が
あ

る
中
、
共
販
の
弱
体
化
は
完

全
に
間
違
っ
て
い
る
。
今
年

は
、
独
禁
法
と
矛
盾
す
る
改

正
畜
安
法
の
再
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

酪
農
版
マ
ル
キ
ン

そ
し
て
、
今
年
こ
そ
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
の
自
由
化
ド
ミ

ノ
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、
酪
農
に
も
、
せ
め
て

牛
肉
・
豚
肉
の
よ
う
な
「
酪

農
版
マ
ル
キ
ン
」
（
四
半
期

ご
と
の
家
族
労
働
費
を
含
む

生
産
コ
ス
ト
と
市
場
価
格
と

の
差
を
補
て
ん
す
る
）
と
い

っ
た
所
得
の
下
支
え
対
策
を

提
示
す
べ
き
で
あ
る
。

「
酪
農
版
マ
ル
キ
ン
」
が

で
き
な
い
理
由
と
し
て
政
府

は
「
二
重
の
政
策
は
で
き
な

い
」
と
「
意
図
的
安
売
り
を

招
く
」
を
主
張
し
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
の
加
工
原
料

ひ
っ

て
き

乳
補
給
金
に
匹
敵
、
い
や
そ

れ
以
上
の
役
割
を
果
た
す
政

府
の
乳
製
品
買
い
上
げ
＋

（
加
工
原
料
乳
地
帯
か
ら
の

距
離
に
応
じ
た
）
用
途
別
乳

価
の
最
低
価
格
支
払
い
命
令

に
加
え
て
、そ
れ
だ
け
で
は
、

飲
用
乳
地
帯
の
生
産
コ
ス
ト

が
カ
バ
ー
で
き
る
保
証
が
な

い
か
ら
、最
低
限
の
所
得（
乳

価
―
飼
料
コ
ス
ト
）
を
補
て

ん
す
る
仕
組
み
を
米
国
で
も

補
完
的
に
組
み
合
わ
せ
た
の

だ
か
ら
、
我
が
国
で
、
「
補

給
金
と
所
得
補
償
は
両
立
し

な
い
」
と
い
う
議
論
は
成
り

立
た
な
い
。

ま
た
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

（
意
図
的
な
安
売
り
）
を
招

く
か
ら
無
理
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
ナ

ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
安
く
な

れ
ば
コ
メ
農
家
や
酪
農
家
向

け
の
財
政
負
担
が
増
え
て
も

消
費
者
の
利
益
は
拡
大
す

る
。
消
費
者
利
益
の
増
大
の

ほ
う
が
財
政
負
担
の
増
加
よ

り
大
き
い
の
で
、
日
本
社
会

全
体
で
は
経
済
的
利
益
は
ト

ー
タ
ル
で
増
加
す
る
と
い
う

の
が
経
済
学
の
教
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
我
々
の
試
算
で

も
そ
う
な
る
。
「
消
費
者
負

担
型
か
ら
財
政
負
担
型
政
策

へ
」
と
言
っ
て
き
た
の
は
政

府
で
あ
る
。

生
産
者
と
関
連
産
業

と
消
費
者
は「
運
命

共
同
体
」

最
近
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
は
心

強
い
。
ま
ず
、
Ｊ
ミ
ル
ク
を

通
じ
て
各
社
が
共
同
拠
出
し

て
産
業
全
体
の
長
期
的
持
続

の
た
め
に
個
別
の
利
益
を
排

除
し
て
酪
農
生
産
基
盤
確
保

の
支
援
事
業
（
導
入
牛
へ
の

補
助
）
を
開
始
し
た
。
新
し

い
酪
肉
近
の
生
乳
生
産
目
標

の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
業

界
か
ら
８
０
０
万
㌧
と
い
う

意
欲
的
な
数
字
を
提
示
し
、

「
８
０
０
万
㌧
を
必
ず
買
い

ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
に

ど
う
や
っ
て
８
０
０
万
㌧
に

近
づ
け
て
い
く
か
の
行
動
計

画
も
提
言
「
力
強
く
成
長
し

信
頼
さ
れ
る
持
続
可
能
な
産

業
を
め
ざ
し
て
」
で
示
し
て

お
り
、
本
来
、
国
が
提
示
す

べ
き
こ
と
を
自
分
た
ち
で
や

っ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意

思
が
感
じ
ら
れ
る
。
酪
農
家

と
と
も
に
頑
張
る
覚
悟
を
乳

業
界
が
明
確
に
し
て
い
る
こ

と
は
励
み
に
な
る
。
Ｊ
Ａ
組

織
も
系
統
の
独
自
資
金
に
よ

る
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
政
策
を
強
化
す
べ
き

で
あ
る
。

以
前
、
農
機
メ
ー
カ
ー
の

若
い
営
業
マ
ン
の
皆
さ
ん
が

「
自
分
た
ち
の
日
々
の
営
み

が
日
本
農
業
を
支
え
国
民
の

命
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
共

感
で
き
た
」
と
講
演
後
の
筆

者
の
周
り
に
集
ま
っ
て
く
れ

た
。
生
産
者
と
関
連
産
業
と

消
費
者
は
「
運
命
共
同
体
」

で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
に

国
が
触
発
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。最

大
の
能
力
は
酷
使

で
な
く
優
し
さ
が
引

き
出
す

本
当
に
持
続
で
き
る
の

は
、
人
に
も
牛
に
も
環
境
に

も
種
に
も
優
し
い
、
無
理
を

し
な
い
酪
農
だ
。
外
部
依
存

で
な
く
地
域
循
環
で
な
い
と

持
続
で
き
ぬ
。
経
営
効
率
が

低
い
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
る

の
は
間
違
い
だ
。
最
大
の
能

力
は
酷
使
で
な
く
優
し
さ
が

引
き
出
す
。
無
理
し
な
い
酪

農
は
長
期
的
・
社
会
的
・
総

合
的
に
経
営
効
率
が
最
も
高

い
。
放
牧
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯

溜
な
ど
も
含
め
、
環
境
へ
の

貢
献
は
社
会
全
体
の
利
益

だ
。酪

農
家
は
、
自
分
た
ち
こ

そ
が
国
民
の
命
を
守
っ
て
き

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
守
る
と

の
自
覚
と
誇
り
と
覚
悟
を
持

ち
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
明

確
に
伝
え
、
安
く
て
も
不
安

な
食
料
の
侵
入
を
排
除
し
、

自
身
の
経
営
と
地
域
の
暮
ら

し
と
国
民
の
命
を
守
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
消
費
者
は
、
そ

れ
に
応
え
て
ほ
し
い
。
生
産

者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
強
力

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
強

い
酪
農
の
源
泉
で
あ
る
。
そ

の
力
で
国
に
も
働
き
か
け
て

い
こ
う
。

政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
総
合
対

策
本
部
は
１２
月
８
日
、
会
合

を
開
き
、
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
を
改

訂
し
た
。
各
種
の
貿
易
協
定

の
署
名
、
発
効
を
踏
ま
え
、

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

拡
大
や
生
産
基
盤
の
強
化
な

ど
を
図
る
た
め
、
必
要
な
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
国
内
対
策
の

指
針
と
な
る
同
大
綱
の
改
訂

は
１９
年
１２
月
以
来
、
約
１
年

ぶ
り
。
昨
年
１
月
に
日
米
貿

易
協
定
が
発
効
。
１０
月
に
日

英
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
１１
月
に
は
１５
ヵ

国
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
に
署
名

し
た
（
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
本
年

１
月
１
日
発
効
）
。
今
回
の

改
訂
で
は
、
今
後
発
効
が
見

込
ま
れ
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
危
機
へ
の
対
応
の
視
点

を
加
え
、
各
協
定
を
最
大
限

に
活
用
す
る
た
め
の
政
策
を

整
理
し
た
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
目
標
（
３０
年
５
兆
円
）
の

達
成
に
向
け
、
「
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
実
行

戦
略
」
（
２０
年
１２
月
策
定
）

に
基
づ
き
、
施
策
を
展
開
す

る
。
各
協
定
の
交
渉
で
獲
得

し
た
成
果
を
最
大
限
利
用
で

き
る
よ
う
、
輸
出
産
地
の
育

成
・
展
開
や
輸
出
物
流
の
大

ロ
ッ
ト
・
高
品
質
・
効
率
化

を
図
る
。
官
民
一
体
と
な
っ

た
海
外
で
の
販
売
力
の
強
化

や
、
輸
出
先
国
の
規
制
や
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
の
整

備
に
も
取
り
組
む
。

農
林
水
産
分
野
で
の
ス
マ

ー
ト
化
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
な
ど
の
先
端
技
術
を
活

用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
現
場
導
入
と
絶
え
間
な
い

技
術
革
新
で
農
業
の
生
産
基

盤
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発

・
実
証
な
ど
を
行
う
。

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
に
よ
り
、
農
業
の

国
際
競
争
力
の
強
化
に
向
け

て
、
産
地
に
お
け
る
地
域
の

強
み
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
改
革
）
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
。
生
産
基
盤

強
化
対
策
と
し
て
、ハ
ウ
ス
、

園
地
等
の
再
整
備
・
改
修
・

継
承
、
土
づ
く
り
な
ど
を
推

進
す
る
。

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
。
国
内
外
で
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
畜
産
物
の

需
要
に
対
応
す
る
よ
う
、
肉

用
牛
・
酪
農
の
増
頭
・
増
産

を
図
る
。

具
体
的
に
は
、
増
頭
奨
励

金
の
交
付
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
事
業
に
よ
る
生
産
基
盤
強

化
（
輸
出
拡
大
優
先
枠
の
充

実
）
、
地
域
で
の
家
族
経
営

資
源
の
継
承
、
家
畜
排
せ
つ

物
の
処
理
の
円
滑
化
と
土
づ

く
り
、
生
産
・
流
通
が
連
携

し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共

同
事
業
体
）
に
よ
る
輸
出
拡

大
な
ど
を
推
進
す
る
。

政
府
は
１２
月
２１
日
、
２１
年

度
の
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議

決
定
し
た
。
農
業
関
係

で
は
、
課
税
特
例
措
置

の
延
長
が
柱
と
な
っ
て

い
る
。

農
業
経
営
基
盤
強
化

準
備
金
制
度
（
交
付
金

を
準
備
金
と
し
て
積
み

立
て
た
場
合
及
び
同
準

備
金
・
交
付
金
を
活
用

し
て
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
経
費
算
入

等
）
は
、
対
象
者
の
要
件
と

し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
中
心
経
営
体
で
あ
る
こ
と

を
加
え
た
上
、
適
用
期
限
を

２
年
延
長
す
る
（
所
得

税
・
法
人
税
）
。

農
業
用
機
械
に
使
用

す
る
軽
油
は
、
軽
油
引

取
税
の
課
税
免
除
の
特

例
措
置
を
３
年
延
長
す

る
（
軽
油
引
取
税
）
。

農
地
関
係
で
は
、
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業

に
よ
る
所
有
権
移
転
登

記
の
税
率
の
軽
減
措
置

（
２
％
↓
１
％
）
を
２
年
延

長
す
る
（
登
録
免
許
税
）
。

日
本
と
英
国
の
経
済
連
携

協
定
（
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
１

月
１
日
、
発
効
し
た
。

英
国
の
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）

離
脱
に
伴
う
移
行
期
間
が
１２

月
３１
日
に
終
了
し
、
Ｅ
Ｕ
と

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
は
日
英
間
に
適
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
。
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ

Ｐ
Ａ
に
代
わ
り
、
日
英
間
で

新
た
に
締
結
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

基
づ
く
関
税
率
な
ど
が
適
用

さ
れ
る
。
農
林
水
産
品
の
関

税
削
減
・
撤
廃
率
な
ど
は
、

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
同
じ
内

容
を
維
持
し
て
い
る
。

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
関
税

割
当
枠
が
設
定
さ
れ
た
農
林

水
産
品
２５
品
目
に
つ
い
て
、

英
国
に
新
た
な
輸
入
枠
は
設

け
て
い
な
い
。
ブ
ル
ー
チ
ー

ズ
や
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
な
ど
の

ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
や
、
小
麦

粉
な
ど
一
部
の
調
整
品
に
つ

い
て
は
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
輸
入
枠
に
未
利
用
分
が
生

じ
た
場
合
に
限
り
、
英
国
産

に
も
Ｅ
Ｕ
産
と
同
水
準
の
低

関
税
を
適
用
す
る
。

日
本
か
ら
輸
出
す
る
牛

肉
、
茶
、
水
産
物
な
ど
主
要

品
目
の
関
税
は
、
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
同
様
に
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
即
時
撤
廃
さ
れ

る
。

農
水
省
は
２１
年
度
、
次
の

よ
う
な
組
織
改
正
を
行
う

（
局
・
部
の
名
称
は
全
て
仮

称
）
。

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け

て
、
大
臣
官
房
国
際
部
と
食

料
産
業
局
を
再
編
し
、
「
輸

出
・
国
際
局
」を
設
置
す
る
。

省
内
の
輸
出
関
連
施
策
を
中

心
に
直
接
実
行
し
、
省
横
断

的
に
強
力
に
指
揮
・
指
導
す

る
。
ま
た
、
対
外
関
係
や
国

際
協
力
な
ど
の
業
務
に
つ
い

て
の
全
体
的
な
調
整
を
一
元

的
に
実
施
す
る
。

生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け

て
、
生
産
局
と
政
策
統
括
官

を
再
編
し
、
「
農
産
局
」
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
畜
産

部
は
「
畜
産
局
」
に
格
上
げ

す
る
。
農
産
局
は
、
耕
種
農

業
の
高
収
益
化
を
強
力
に
進

め
る
た
め
、
米
・
麦
・
大
豆

等
と
園
芸
作
物
を
一
体
で
担

当
す
る
。
畜
産
局
は
、
今
後

の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
の
主

翼
を
担
う
畜
産
分
野
に
つ
い

て
、
新
た
な
市
場
環
境
に
適

応
し
た
生
産
基
盤
の
強
化
な

ど
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
「
大
臣
官
房
新

事
業
・
食
品
産
業
部
」
を
新

設
す
る
。
食
に
関
す
る
新
事

業
を
創
出
し
、
国
産
農
林
水

産
物
の
需
要
拡
大
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
食
品
産
業
の

振
興
な
ど
を
専
門
的
に
担
当

す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
を
改
訂

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話

第
９３
回

２
０
２
１
年
に
実
現
し
た
い
酪
農
政
策

２
０
２
１
年
に
実
現
し
た
い
酪
農
政
策

農
産
物
輸
出
拡
大
、生
産
基
盤
強
化
へ

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
１
日
発
効

畜
産
局
や
輸
出
・
国
際
局
を
設
置

農
水
省
、２１
年
度
組
織
改
正
で

軽油引取税免除３年延長へ
２１年度税制改正大綱
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２０
年
度
農
林
水
産
関
係
第

３
次
補
正
予
算
案
で
は
、「
総

合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策

大
綱
」
に
基
づ
く
国
内
農
業

対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
畜
産
・
酪
農
関

係
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
。

〔
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基
盤

の
強
化
〕

①
和
牛
・
乳
用
牛
の
増
頭

・
増
産
対
策

１
５
６
億
円

（
う
ち
増
頭
奨
励
金
１
３
３

億
円
）

輸
出
の
拡
大
に
向
け
た
和

牛
の
増
産
や
酪
農
の
生
産
基

盤
強
化
を
進
め
る
た
め
、「
増

頭
奨
励
金
」
（
※
）
を
交
付

す
る
と
と
も
に
、
乳
用
後
継

牛
の
確
保
の
た
め
の
性
選
別

精
液
の
活
用
な
ど
を
支
援

※
和
牛
繁
殖
雌
牛
、
都
府

県
の
乳
用
後
継
牛
の
増
頭
に

交
付
。
繁
殖
雌
牛
飼
養
規
模

５０
頭
未
満
の
生
産
者
に
１
頭

当
た
り
２４
万
６
千
円
、
５０
頭

以
上
規
模
は
同
１７
万
５
千

円
、
乳
用
後
継
牛
に
は
同
２７

万
５
千
円

ま
た
、
増
頭
を
下
支
え
す

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

後
継
者
不
在
の
中
小
・
家
族

経
営
か
ら
の
経
営
継
承
、
難

防
除
の
雑
草
の
駆
除
に
よ
る

自
給
飼
料
の
増
産
、
家
畜
排

せ
つ
物
の
処
理
の
円
滑
化
を

総
合
的
に
支
援

②
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

４
８
１
億
円

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を

策
定
し
た
地
域
に
お
い
て
輸

出
拡
大
や
中
小
農
家
の
規
模

拡
大
を
後
押
し
す
る
た
め
、

収
益
性
向
上
等
に
必
要
な
機

械
導
入
・
施
設
整
備
を
支
援

③
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
力

強
化

１
５
０
億
円
（
う
ち

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
国

産
チ
ー
ズ
振
興
分
９０
億
円
）

国
産
チ
ー
ズ
を
増
産
す
る

た
め
、
酪
農
家
に
よ
る
原
料

乳
の
高
品
質
化
・
コ
ス
ト
低

減
の
取
り
組
み
や
、
チ
ー
ズ

製
造
事
業
者
の
生
産
性
向
上

に
必
要
な
施
設
整
備
な
ど
を

支
援④

草
地
整
備
の
推
進
〈
公

共
〉
６４
億
円

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を

策
定
し
た
地
域
で
の
効
率
的

な
飼
料
生
産
に
資
す
る
草
地

の
大
区
画
化
な
ど
の
ハ
ー
ド

整
備
を
実
施
・
支
援

⑤
畜
産
環
境
対
策
の
高
度

化
・
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
地
産

地
消
対
策

２８
億
円

増
頭
・
増
産
に
伴
い
増
加

す
る
家
畜
排
せ
つ
物
を
活
用

し
た
土
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
高
品
質
な
堆
肥
の
生

産
、
家
畜
排
せ
つ
物
に
よ
る

水
質
汚
濁
・
悪
臭
問
題
の
解

消
の
た
め
の
施
設
・
機
械
な

ど
の
導
入
を
支
援

脱
炭
素
（
地
球
温
暖
化
防

止
）等
に
よ
る「
グ
リ
ー
ン
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
家
畜
排
せ
つ

物
の
有
効
活
用
に
資
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の

施
設
・
機
械
の
導
入
を
支
援

〔
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
畜
産
対
策
〕

①
経
営
継
続
補
助
金

５

７
１
億
円

農
林
漁
業
者
の
経
営
継
続

を
確
保
す
る
た
め
、
第
２
次

補
正
予
算
の
２
０
０
億
円
に

追
加
し
、
既
募
集
に
係
る
分

を
支
援

②
肥
育
牛
経
営
改
善
等
緊

急
対
策

１
７
６
億
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
価

格
・
需
要
の
変
動
に
よ
り
厳

し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

肥
育
経
営
等
に
対
し
、
コ
ス

ト
低
減
等
の
経
営
体
質
の
強

化
等
に
資
す
る
取
り
組
み
を

支
援
（
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の

う
ち
３
つ
以
上
取
り
組
ん
だ

場
合
、
出
荷
牛
１
頭
当
た
り

奨
励
金
２
万
円
を
交
付
※
）

※
牛
マ
ル
キ
ン
の
生
産
者

負
担
金
の
納
付
猶
予
措
置
が

終
了
し
た
月
を
も
っ
て
終
了

③
同
対
策
の
う
ち
、
「
国

産
乳
製
品
需
要
拡
大
緊
急
対

策
事
業
」
１７
億
円

乳
業
者
団
体
等
が
国
産
需

要
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新

た
な
業
務
用
需
要
に
対
し
て

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
を
活
用

す
る
取
り
組
み
を
支
援

④
国
産
農
林
水
産
物
等
販

路
多
様
化
緊
急
対
策
事
業

２
５
０
億
円

同
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

伴
う
需
要
の
減
少
の
影
響
を

受
け
て
い
る
農
林
漁
業
者
、

加
工
業
者
等
の
販
売
促
進
、

販
路
の
多
様
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
（
対
象
品
目
の

限
定
な
し
）

政
府
は
１２
月
１５
日
、
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
の
会
合
を
開
き
、「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」
を
改
訂
し
た
。

輸
入
促
進
の
章
を
独
立
さ

せ
、
１１
月
に
取
り
ま
と
め
た

「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
拡
大
実
行
戦
略
」を
明
記
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ

後
）
に
向
け
た
農
林
水
産
政

策
の
強
化
」の
章
を
追
加
し
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向

け
た
施
策
を
検
討
す
る
等
の

方
針
を
新
た
に
示
し
た
。

同
プ
ラ
ン
は
全
１２
章
の
構

成
で
、
政
策
の
展
開
方
向
な

ど
を
示
し
て
い
る
。
第
１
章

を
「
国
外
の
需
要
を
さ
ら
に

取
り
込
む
た
め
の
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
促
進
」
と

改
称
。
３０
年
輸
出
５
兆
円
目

標
の
達
成
に
向
け
、
輸
出
拡

大
実
行
戦
略
の
「
日
本
の
強

み
を
最
大
限
に
活
か
す
品
目

別
の
具
体
的
目
標
に
沿
っ
た

施
策
の
推
進
」
、
「
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
林
水
産

事
業
者
の
後
押
し
」
、
「
省

庁
の
垣
根
を
超
え
政
府
一
体

と
し
て
輸
出
の
障
害
を
克
服

す
る
た
め
の
対
応
の
強
化
」

を
「
展
開
す
る
施
策
」
と
し

て
明
記
し
た
。

追
加
さ
れ
た
第
１２
章
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
、
食
料
輸
出

国
に
よ
る
輸
出
規
制
な
ど
世

界
的
な
食
料
供
給
リ
ス
ク
に

対
す
る
国
民
の
関
心
の
高
ま

り
や
食
品
需
要
の
変
化
、
さ

ら
に
は
社
会
構
造
全
体
に
影

響
を
与
え
る
変
化
が
急
速
に

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
食
料
の
安
定
供
給
、
農

林
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
農

山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
社
会
や
人
口
減
少

に
対
応
し
た
農
林
水
産
政
策

を
強
化
す
る
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
な

ど
、
食
料
供
給
を
脅
か
す
新

た
な
リ
ス
ク
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
外
部
の
有
識
者

を
交
え
て
、
今
後
講
じ
る
べ

き
食
料
安
全
保
障
施
策
に
つ

い
て
検
討
し
、
今
年
６
月
ま

で
に
取
り
ま
と
め
る
。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
、
「
麦
・
大
豆
産
地
強

化
計
画
」
を
策
定
し
、
国
産

の
安
定
供
給
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
、
加
工
食
や
外
食
・

中
食
向
け
原
料
の
国
産
へ
の

切
り
替
え
に
よ
り
、
国
内
生

産
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
等

を
具
体
的
な
施
策
と
す
る
。

②
食
料
・
農
林
水
産
業
の

生
産
性
向
上
と
持
続
性
の
両

立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
で
実
現
す
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
今
年
５
月
ま
で
に
策

定
す
る
。

③
農
水
省
の
各
種
検
討
会

に
お
い
て
、
農
山
漁
村
に
お

け
る
多
様
な
人
材
や
主
体
を

活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
係
る
支
援
の
方
向
性
な
ど

を
議
論
し
、
今
年
６
月
ま
で

に
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め

る
。

広
島
県
の
南
部
、
呉
市
に

位
置
す
る
野
呂
山
（
の
ろ
さ

ん
）
は
標
高
８
３
９
㍍
の
膳

棚
山
か
ら
東
の
弘
法
寺
山
ま

で
の
高
原
の
総
称
で
、
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
の
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
国
民
宿
舎

や
キ
ャ
ン
プ
場
、
展
望
台
な

ど
の
施
設
が
あ
る
。
展
望
台

か
ら
は
瀬
戸
内
海
を
眺
望
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
田
郡

安
浦
町（
現
・
呉
市
安
浦
町
）

の
野
呂
山
開
拓
地
に
は
、
終

戦
後
の
４６
（
昭
和
２１
）
年
か

ら
海
外
引
揚
者
ら
が
入
植

し
、
開
墾
が
行
わ
れ
た
。

同
県
の
戦
前
・
戦
中
の
産

業
構
造
は
軍
需
産
業
へ
の
依

存
度
が
高
か
っ
た
た
め
、
戦

時
経
済
の
破
滅
に
よ
り
地
域

経
済
は
重
大
な
危
機
を
迎
え

た
。
多
く
の
戦
災
者
、
離
職

者
、
復
員
軍
人
ら
が
農
山
村

に
お
け
る
就
業
機
会
を
求
め

て
、
開
拓
者
と

し
て
入
植
し

た
。
５９
年
ま
で

の
開
拓
地
は
１

９
７
地
区
を
数

え
た
。

野
呂
山
開
拓

の
歴
史
は
、
江

戸
時
代
に
遡
る
。
江
戸
時
代

後
期
及
び
明
治
初
頭
に
開
拓

が
実
施
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ

も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
終

戦
後
に
入
植
し
た
開
拓
団

は
、
満
州
（
現
・
中
国
東
北

部
）
か
ら
の
引
揚
者
ら
７１
戸

２
９
４
名
。
手
作
り
の
丸
太

小
屋
で
の
ラ
ン
プ
生
活
だ
っ

た
。
気
温
が
低
く
、
特
に
冬

の
寒
さ
は
厳
し
か
っ
た
。
原

野
の
伐
採
作
業
か
ら
始
め
た

開
拓
は
重
労
働
だ
っ
た
。
２５

年
に
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
、
開
拓
予
定
地
は

縮
小
さ
れ
た
。

入
植
者
は
様
々
な
作
物
の

栽
培
を
試
み
た
。
や
が
て
、

ダ
イ
コ
ン
が
特
産
品
と
し
て

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
野

呂
山
の
観
光
開
発
が
進
む
に

つ
れ
て
、
離
農
者
が
増
え
て

い
っ
た
。

山
頂
付
近
に
開
拓
記
念
碑

が
立
っ
て
い
る
。
県
下
最
後

の
開
拓
組
織
と
な
っ
た
広
島

県
開
拓
農
協
が
８５
年
１０
月
に

建
立
し
た
も
の
で
、
碑
銘
は

「
開
拓
記
念
碑
」
。
裏
面
の

碑
文
に
は
、
「
こ
の
碑
は
昭

和
二
十
年
八
月

大
東
亜
戦

争
の
終
結
に
当
た
り

県
内

各
地
に
お
い
て
二
千
七
百
戸

の
開
拓
者
が
五
千
四
百
町
歩

の
荒
地
を
開
墾
し
て

戦
後

の
食
糧
不
足
に
貢
献
し
た
業

績
を
後
世
に
伝
え
る
為
に
建

立
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。

開
拓
な
が
さ
き
農
協
は
１２

月
１４
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
で
第
１０
回
開

拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会
を

開
催
し
た
。
開
拓
交
雑
牛
部

門
に
２８
頭
（
去
勢
２１
頭
、
雌

７
頭
）
、
開
拓
和
牛
部
門
に

３
頭
（
全
頭
去
勢
）
が
出
品

さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
開
拓
交
雑

牛
部
門
の
最
優
秀
賞
は
、
林

田
健
氏
の
出
品
牛
（
去
勢
、

種
雄
牛
「
奈
津
百
合
１
」
の

２６
ヵ
月
齢
、
枝
肉
重
量
５
５

４
・
４
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

６７
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
８
・
０

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
、
格
付
Ｂ

５
）
が
受
賞
し
た
。

開
拓
交
雑
牛
全
体
の
成
績

は
、
枝
肉
重
量
が
５
７
１
・

５
㎏（
去
勢
５
８
１
・
０
㎏
、

雌
５
４
２
・
８
㎏
）
で
、
肉

質
３
等
級
以
上
比
率
９６
・
４

％
、
４
等
級
以
上
比
率
６４
・

３
％
。
ロ
ー
ス
芯
面
積
６０
㎠

以
上
の
枝
肉
が
５３
・
６
％
を

占
め
、
歩
留
Ａ
等
級
の
割
合

は
３５
・
７
％
だ
っ
た
。

開
拓
和
牛
部
門
か
ら
選
ぶ

特
別
賞
は
、
増
田
勝
實
氏
の

出
品
牛
（
父
「
金
太
郎
３
」

・
母
の
父
「
百
合
茂
」
・
祖

母
の
父
「
福
栄
」
の
３０
ヵ
月

齢
、
枝
肉
重
量
６
３
６
・
１

㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
８９
㎠
、

バ
ラ
の
厚
さ
８
・
４
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ
５
）
に

決
定
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

最
優
秀
賞

林
田

健

優
秀
賞

坂
口
畜
産

優
良
賞
１
席

中
島
美
信

優
良
賞
２
席

松
尾
生
男

特
別
賞

増
田
勝
實

全
開
連
人
事

（
１２
月
１
日
付
）

全
開
連
は
管
理
部
内
に

「
食
肉
セ
ン
タ
ー
再
建
対
策

室
」を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

人
事
を
発
令
し
た
。

▽
参
事
兼
食
肉
セ
ン
タ
ー

再
建
対
策
室
長
（
参
事
）
臼

井
靖
彦

開
拓
組
織
の
動
き

１
月
後
半
か
ら
４
月
中
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
・
関
係
機
関

の
主
な
行
事
は
次
の
と
お

り
。１

月

２７
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

臨
時
株
主
総
会

２９
日

全
開
連
理
事
会
・
臨

時
総
会

３
月

１０
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１１
日

全
開
連
監
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

・
全
日
本
開
拓
者
連
盟

事
業
概
況
説
明
会
（
東

京
）

４
月

15
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

監
事
監
査
・
監
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

監
事
監
査

２０
年
度
第
３
次
補
正
予
算
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
対
策

）

広島県呉市・野呂山開拓

「開拓記念碑」

最
優
秀
賞
は
林
田
氏

開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え

農
林
業
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
改
訂
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タ
キ
イ
種
苗
㈱
は
１２
月
７

日
、
「
２
０
２
０
年
野
菜
の

総
括
」
の
調
査
結
果
を
公
表

し
た
。
全
国
の
２０
〜
６０
代
の

男
女
３
１
０
人
を
対
象
に
行

っ
た
も
の
。そ
れ
に
よ
る
と
、

非
接
触
で
の
野
菜
の
購
入
経

験
が
あ
る
人
は
約
半
数
を
占

め
、
男
女
と
も
３０
代
で
カ
ッ

ト
野
菜
の
購
入
経
験
が
９
割

を
超
え
て
い
る
。

「
非
接
触
で
の
野
菜
の
購

入
経
験
」
は
、
「
経
験
が
あ

る
」
が
４６
・
５
％
と
約
半
数

を
占
め
て
い
る
。

「
購
入
先
（
１
４
４
人
、

複
数
回
答
）
」
は
「
無
人
直

売
所
」
が
４５
・
１
％
と
最
も

高
く
、
「
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
が
４４
・
４

％
、
「
農
家
直
送
品
」
が
３１

・
３
％
だ
っ
た
。
購
入
先
ご

と
の
利
点
は
、
無
人
直
売
所

が
表
１
の
と
お
り
。
「
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
」
は
「
外
出
せ
ず
に
済
む

の
が
便
利
」
が
５９
・
４
％
、

農
家
直
送
品
は
「
生
産
者
の

顔
が
分
か
る
野
菜
を
買
え

る
」
が
５１
・
１
％
で
そ
れ
ぞ

れ
最
も
高
か
っ
た
。

「
野
菜
の
価
格
の
高
騰
を

感
じ
た
か
（
全
体
）
」
は
、

「
感
じ
た
」
が
７５
・
５
％
だ

っ
た
。
記
録
的
な
豪
雨
な
ど

で
価
格
高
騰
の
実
感
が
高
ま

っ
た
１８
年
調
査
以
来
の
高
い

割
合
だ
っ
た
。

「
最
も
よ
く
食
べ
た
野
菜

（
複
数
回
答
）
」
で
は
、
「
タ

マ
ネ
ギ
」
が
６４
・
８
％
で
最

も
高
く
、次
い
で
キ
ャ
ベ
ツ
、

ト
マ
ト
と
続
い
た
。
タ
マ
ネ

ギ
は
１８
年
を
除
き
近
年
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。

「
野
菜
の
価
格
が
高
騰
し

た
際
の
工
夫
（
同
）
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
で
安
い
も
の
を

買
う
」が
５３
・
５
％
と
最
も
高

く
、「
モ
ヤ
シ
な
ど
比
較
的
安

い
野
菜
で
代
替
」
が
４２
・
３

％
、
「
最
低
限
の
も
の
を
買

う
」
３６
・
１
％
だ
っ
た
。

「
例
年
に
比
べ
２０
年
の
購

入
量
が
増
え
た
野
菜
（
同
）
」

は
、
表
２
の
と
お
り
。
コ
ロ

ナ
禍
で
比
較
的
安
価
な
野
菜

の
消
費
が
増
え
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。

「
カ
ッ
ト
野
菜
の
購
入
経

験
」
は
、
「
購
入
経
験
あ
り
」

が
８１
・
６
％
を
占
め
た
。
性

年
代
別
に
み
る
と
、
男
性
は

３０
代
が
９３
・
５
％
（
前
回
調

査
比
９
・
６
㌽
増
）
、
２０
代

が
７７
・
４
％（
３
・
２
㌽
増
）、

４０
・
５０
代
が
と
も
に
７４
・
２

％
（
４０
代
３
・
２
㌽
減
・
５０

代
９
・
７
㌽
減
）
の
順
で
高

か
っ
た
。
女
性
は
２０
代
９３
・

５
％
（
９
・
６
㌽
増
）
、
３０

代
９０
・
３
％
（
前
回
同
率
）

な
ど
。
３０
代
男
性
、
５０
代
女

性
で
特
に
大
き
く
増
え
た
。

「
カ
ッ
ト
野
菜
の
購
入
理

由（
２
５
３
人
、複
数
回
答
）」

で
は
、
「
料
理
の
時
間
が
節

約
で
き
る
」
が
５１
・
０
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
「
使
い

き
れ
る
」が
４５
・
５
％
、「
値

段
が
手
ご
ろ
」が
３５
・
２
％
だ

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
炊
機

会
が
増
え
、
料
理
時
間
が
節

約
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
支
持
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
こ
の
ほ
ど
、

「
牛
乳
乳
製
品
に
関
す
る

食
生
活
動
向
調
査
報
告
」
を

公
表
し
た
。
２０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
牛
乳
乳
製
品
の
消
費

が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
た
た
め
、
緊
急
に

実
施
し
た
調
査
の
結
果
を
中

心
に
ま
と
め
て
い
る
。

▼
免
疫
力
・
抵
抗
力
の
強

化
目
指
し
ヨ
ー
グ
ル
ト
利
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

食
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る

調
査
は
、
２０
年
４
月
・
８
月

に
実
施
。
８
月
の
緊
急
調
査

の
内
容
を
中
心
に
報
告
し

た
。
全
国
の
１５
歳
〜
６０
代
の

男
女
５
０
０
０
人
が
対
象
。

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
が
増
加

し
た
食
品
は
、
牛
乳
乳
製
品

で
は「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

が
１２
・
６
％
と
最
も
高
か
っ

た
。
牛
乳
は
８
・
６
％
、「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
６
・
５

％
な
ど
で
、
牛
乳
乳
製
品
の

利
用
を
増
や
し
た
人
は
２０
・

１
％
だ
っ
た
。

男
女
別
に
傾
向
を
み
る

と
、「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

の
消
費
は
女
性
が
１６
・
３
％

と
７
・
４
㌽
高
か
っ
た
。
年

代
別
に
み
る
と
、
６０
代
１８
・

５
％
、
５０
代
１３
・
７
％
、
４０

代
１１
・
３
％
の
順
だ
っ
た
。

牛
乳
乳
製
品
を
増
や
し
た

人
の
性
年
代
別
の
傾
向
で

は
、
男
女
と
も
、
バ
タ
ー
を

除
く
全
て
の
品
目
で
６０
代
が

最
も
高
か
っ
た
。
バ
タ
ー
は

男
性
が
１０
代
の
２
・
２
％
、

女
性
は
４０
代
の
４
・
１
％
が

最
も
高
い
。

牛
乳
乳
製
品
の
利
用
が
増

加
し
た
理
由
は
、
牛
乳
で
は

「
健
康
増
進
」
が
６０
・
４
％

で
最
も
高
い
（
表
）
。
「
食

べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
「
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
「
免
疫
力

・
抵
抗
力
の
強
化
」
が
７４
・

７
％
、
７９
・
９
％
と
そ
れ
ぞ

れ
最
も
高
い
。チ
ー
ズ
は「
栄

養
の
強
化
」
５９
・
５
％
、
バ

タ
ー
は
「
家
庭
内
で
の
食
事

（
調
理
で
利
用
）
」
が
５５
・

１
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

▼
ベ
ト
ナ
ム

・
タ
イ
で
飲
用

頻
度
高
い

東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る

牛
乳
類
消
費
の

動
向
は
１９
年
１２

月
〜
２０
年
１

月
、ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
台
湾

の
各
国
２０
〜
３０

代
の
男
女
３
０

０
人
に
実
施
。

牛
乳
類
の
購
入
頻
度
は
、

「
味
な
し
牛
乳
」
の
「
ほ
ぼ

毎
日
」
が
ベ
ト
ナ
ム
で
３０
・

０
％
、
タ
イ
が
２８
・
３
％
な

ど
で
高
か
っ
た
。
牛
乳
類
飲

用
頻
度
の
「
毎
日
」
も
同
様

に
ベ
ト
ナ
ム
３１
・
７
％
、
タ

イ
２６
・
７
％
と
高
い
。ま
た
、

台
湾
を
除
く
全
て
の
国
で
味

付
き
牛
乳
の
方
が「
と
て
も

お
い
し
い
」
の
回
答
が
高
か

っ
た
。「
酪
農
家
へ
の
共
感
意

識
」で
は
、台
湾
以
外
の
４
国

で
「
と
て
も
感
じ
る
」
が
日

本
の
同
年
代
よ
り
も
２０
㌽
以

上
高
か
っ
た
。

輸
出
の
長
期
的
成
長
の
た

め
、
近
隣
国
の
傾
向
を
掴
む

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

㈱
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
Ｆ
ｕ
ｌ

ｌ
は
１１
月
３０
日
、
「
『
気
候

変
動
に
よ
る
野
菜
高
騰
』
に

関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
２０
〜
６０
代
の

全
国
の
男
女
６
０
２
人
か
ら

回
答
を
得
た
も
の
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
値
段
が
高
く
て
も

食
べ
た
い
冬
野
菜
は
ハ
ク
サ

イ
が
最
も
人
気
が
高
く
、
価

格
へ
の
許
容
度
は
多
く
の
品

目
で
２０
〜
３０
代
が
高
い
傾
向

だ
っ
た
。

「
高
く
て
も
食
べ
た
い
冬

野
菜（
複
数
回
答
）
」
は
、
ハ

ク
サ
イ
４１
・
４
％
が
最
も
高

く
、
次
い
で
ネ
ギ
２７
・
９
％
、

ダ
イ
コ
ン
２６
・
７
％
だ
っ
た
。

「
野
菜
を
選
ぶ
時
に
一
番

重
視
す
る
こ
と
」
は
、
「
新

鮮
さ
」
３４
・
４
％
、
「
値
段
」

３３
・
２
％
、
「
献
立
で
必
要

か
ど
う
か
」
１０
・
０
％
の
順

で
高
か
っ
た
。
世
代
別
の
傾

向
を
み
る
と
、
「
新
鮮
さ
」

は
５０
代
で
４２
・
５
％
と
最
も

高
い
。
「
値
段
」
は
２０
代
で

４４
・
２
％
、
「
献
立
で
必
要

か
ど
う
か
」
は
６０
代
で
１５
・

８
％
と
そ
れ
ぞ
れ
最
も
高
か

っ
た
。
「
お
い
し
さ
」
は
２０

代
で
１４
・
２
％
と
他
世
代
よ

り
も
４
㌽
以
上
高
い
と
い
う

特
徴
も
み
ら
れ
た
。

野
菜
の「
購
入
頻
度
」は
、

週
４
日
以
上
が
２０
代
２４
・
２

％
、
３０
代
１９
・
０
％
、
４０
代

１７
・
３
％
の
順
で
高
い
。

冬
野
菜
に
つ
い
て
「
高
い

と
思
う
金
額
（
価
格
許
容

度
）
」
は
、
表
の
と
お
り
。

ハ
ク
サ
イ
・
ネ
ギ
・
ダ
イ
コ

ン
・
ニ
ン
ジ
ン
は
２０
代
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
は
３０
代
が
最

も
価
格
許
容
度
が
高
い
。
５

品
目
と
も
２０
〜
３０
代
で
価
格

許
容
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
た
。
若
年
層
の
方
が
買
い

物
に
行
く
機
会
が
多
い
こ
と

か
ら
、
冬
野
菜
の
価
格
イ
メ

ー
ジ
に
違
い
が
あ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務

局
は
１２
月
２３
日
、
２
０
２
０

年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー
ス

の
選
定
結
果
を
発
表
し
た
。

１
年
間
に
新
聞
記
事
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
公
立
試
験
研
究

機
関
・
国
立
研
究
開
発
法
人

な
ど
の
研
究
成
果
の
う
ち
、

内
容
に
優
れ
る
と
と
も
に
社

会
的
関
心
が
高
い
と
み
ら
れ

た
１０
課
題
を
農
業
技
術
ク
ラ

ブ
（
本
紙
を
含
む
農
業
関
係

専
門
紙
・
誌
な
ど
２９
社
加
盟
）

の
会
員
に
よ
る
投
票
を
得
て

選
定
し
た
も
の
。

２０
年
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
用
い
た
予
測
手
法
や
、
生

産
現
場
で
の
作
業
を
効
率
化

す
る
技
術
な
ど
が
選
ば
れ
た

（
番
号
は
順
位
）
。

①
判
断
の
根
拠
を
説
明
で

き
る
（
可
視
化
）
Ａ
Ｉ
を
開

発
―
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ト
マ
ト

・
ピ
ー
マ
ン
の
生
産
者
も
納

得
の
病
害
診
断
に
活
用

②
手
軽
で
簡
単
！
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
土
壌
分
析
―
個
人

差
の
な
い
測
定
法
を
開
発

③
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ア
ザ
ミ

ウ
マ
防
除
―
施
設
栽
培
の
化

学
農
薬
削
減
に
貢
献
（
本
紙

７
４
０
号
で
紹
介
）

④
身
近
な
事
例
で
実
感
！

農
作
業
事
故
事
例
検
索
シ
ス

テ
ム
を
公
開
―
実
効
性
の
あ

る
安
全
対
策
の
実
施
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
（
７
４
６
号
で

紹
介
）

⑤
安
全
に
手
軽
に
！
田
ん

ぼ
ダ
ム
で
豪
雨
対
策
!!
―
減

収
さ
せ
な
い
湛
水
の
目
安
と

安
価
な
水
位
管
理
器
具
の
開

発
⑥
消
石
灰
の
消
毒
効
果
を

見
え
る
化
―
今
が
ま
き
時
！

待
ち
受
け
消
毒
の
徹
底
を
ア

シ
ス
ト
（
７
面
に
詳
細
）

⑦
イ
ネ
の
茎
伸
長
に
お
い

て
相
反
す
る
機
能
を
持
つ
２

つ
の
遺
伝
子
を
発
見
―
イ
ネ

科
作
物
の
草
丈
制
御
に
活
用

⑧
農
業
用
水
路
が
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
熱
源
に
！
―
流
れ

の
中
に
シ
ー
ト
状
熱
交
換
器

を
お
く
と
熱
交
換
効
率
が
ア

ッ
プ
（
７
４
２
号
で
紹
介
）

⑨
Ａ
Ｉ
に
よ
る
温
州
ミ
カ

ン
糖
度
予
測
手
法
を
開
発
―

適
切
な
栽
培
管
理
へ
の
活
用

に
期
待（
７
４
４
号
で
紹
介
）

⑩
水
稲
に
被
害
を
及
ぼ
す

フ
ェ
ー
ン
の
発
生
を
３
日
前

に
予
報
―
白
未
熟
粒
の
発
生

低
減
へ

農
水
省
は
１２
月
２３
日
、
１９

年
度
の
全
国
の
野
生
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
状
況
を
公

表
し
た
。
被
害
量
・
面
積
は

い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
減
少

し
た
。
し
か
し
被
害
金
額
は

微
増
し
、
依
然
と
し
て
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。

全
体
で
の
被
害
金
額
は
約

１
５
８
億
円
（
前
年
度
比
０

・
２
％
増
）
で
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
。
主
な
鳥
獣
種
別
の

金
額
は
、
シ
カ
が
約
５３
億
円

（
２
％
減
）
、
イ
ノ
シ
シ
が

約
４６
億
円
（
２
％
減
）
で
、

２
種
と
も
前
年
度
に
引
き
続

き
減
少
し
た
。
サ
ル
は
約
９

億
円
（
４
％
増
）
、
ヒ
ヨ
ド

リ
は
約
６
億
円（
９６
％
増
）、

ク
マ
は
約
４
億
円（
５
％
増
）

と
増
加
し
た
。

被
害
面
積
は
全
体
で
約
４

万
８
千
㌶
（
７
％
減
）
で
、

前
年
度
と
同
等
ま
た
は
減
少

し
た
鳥
獣
種
が
多
か
っ
た
。

全
体
の
被
害
量
は
約
４５
万

８
千
㌧（
８
％
減
）だ
っ
た
。

被
害
面
積
と
同
様
、
同
等
ま

た
は
減
少
し
た
鳥
獣
種
が
多

か
っ
た
。

ニンジン（１本）
１０２．３
１２５．４
１０９．４
１０２．７
９０．３
８３．４

記述回答（n＝６０２） ㈱Heart Full の資料から作成

全体平均
２０歳～２９歳
３０歳～３９歳
４０歳～４９歳
５０歳～５９歳
６０歳以上

ダイコン（１本）
１９５．２
２０５．４
１９２．３
１９１．５
１９８．２
１８８．６

全体平均
２０歳～２９歳
３０歳～３９歳
４０歳～４９歳
５０歳～５９歳
６０歳以上

それぞれの野菜について「高い」と思う金額（円）

ネギ（１本）
１３８．０
１６８．２
１４８．０
１４２．３
１２２．９
１０８．７

全体平均
２０歳～２９歳
３０歳～３９歳
４０歳～４９歳
５０歳～５９歳
６０歳以上

ホウレンソウ（一袋）
１８９．１
１９６．０
１９６．９
１８７．１
１８８．５
１７７．０

全体平均
２０歳～２９歳
３０歳～３９歳
４０歳～４９歳
５０歳～５９歳
６０歳以上

ハクサイ（１/４）
１９０．０
２０２．７
１９９．８
１９７．０
１７９．０
１７１．３

全体平均
２０歳～２９歳
３０歳～３９歳
４０歳～４９歳
５０歳～５９歳
６０歳以上

牛乳乳製品の利用が増加した理由
（n数）牛乳 :４３２食べるヨーグルト :６２８飲むヨーグルト :３２３チーズ :２９６バター :１０７

休
校
で
余
っ
た
牛
乳

の
消
費

１０．６

４．８

６．２

８．１

１１．２

Ｊミルクの資料から作成

酪
農
家
へ
の
応
援

１７．６

８．４

９．０

１４．５

１６．８

家
庭
内
で
の
お
や
つ

（
調
理
で
利
用
）

２４．８

１９．７

１６．７

２３．３

３５．５

ス
ト
レ
ス
の
緩
和

２８．７

２２．８

２６．６

２８．０

３０．８

美
味
し
い
・
自
分
や

家
族
が
好
き

３２．６

３０．３

２９．４

５１．４

４７．７

家
庭
内
で
の
食
事

（
調
理
で
利
用
）

４０．０

１５．８

１６．１

４１．６

５５．１

免
疫
力
・
抵
抗
力
の

強
化

５０．７

７４．７

７９．９

５２．７

４０．２

栄
養
の
強
化

５４．９

４１．１

４８．３

５９．５

４４．９

健
康
増
進

６０．４

６４．０

６３．８

５４．４

４０．２

牛乳

食べるヨーグルト

飲むヨーグルト

チーズ

バター

表１ 無人直売所の利点
（利用者 n＝６５、複数回答）

４０．０％
３８．５％
３２．３％
２７．７％
１２．３％

表２ ２０２０年に例年に比べ
購入量が増えた野菜

（n＝３１０、複数回答）
２０．６％
９．４％
８．７％
５．８％
５．５％

表１・２ともにタキイ種苗㈱の資料から作成

新鮮な野菜が買える
お得に購入できる

生産者を支援することができる
非接触で買うことができる
普段買えないような野菜が買える

モヤシ
キャベツ
タマネギ
ジャガイモ
ニンジン

１
２
３
４
５

１
２
３
４
５

「
高
く
て
も
食
べ
た
い
」ハ
ク
サ
イ
４
割
超

非
接
触
の
野
菜
購
入
、約
半
数
で
経
験
あ
り

非
接
触
の
野
菜
購
入
、約
半
数
で
経
験
あ
り

若
年
層
で
価
格
許
容
度
高
い

男
女
と
も
３０
代
９
割
超
で
カ
ッ
ト
野
菜
も

男
女
と
も
３０
代
９
割
超
で
カ
ッ
ト
野
菜
も

鳥
獣
被
害
依
然
１
５
８
億
円

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
は
減
少
続
く

コ
ロ
ナ
禍
で「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」利
用
機
会
増

コ
ロ
ナ
禍
で「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」利
用
機
会
増

トマトなどトマトなど

Ａ
Ｉ
で
病
害
診
断
の
根
拠
見
え
る
化

Ａ
Ｉ
で
病
害
診
断
の
根
拠
見
え
る
化

２
０
２
０
年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー
ス

２
０
２
０
年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー
ス
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例年１月以降、農業用ハウスへの雪
害が多くみられる。気象庁は、３月頃
まで日本海側の降雪量が平年並みか多
いと予報している。降雪期の被害防止
に重要な点をまとめた。
急な大雪はビニール切断も視野に
降雪及びその後の降雨によりハウス
倒壊の恐れ（積雪荷重２０kg/㎡超）があ
れば、気象庁から情報が発信されるた
め、常に注視しておく。
ハウスで暖房施設を備えている場

合、降雪中は日中から運転し融雪を促

す。夜間の内部温度は４℃以上に保つ
ようにして、屋根への積雪を防ぐ。
１ｍを超えるような急激な降雪によ
って倒壊の危険がある緊急時は、内側
から天井ビニールを切ることも検討す
る。この時、下敷きにならないよう十
分注意し、切断は天井パイプに対して
左右対称に行う。なお、施設園芸共済
に加入している場合、切断前に農業共
済組合に確認する。
原則として人命を最優先として作業
を行い（表）、見回りや安全確認は複

数人で行うこと。倒
壊や落雪の危険がな
く安全が十分確認さ
れてから、ヘルメッ
トを被り、ハウス及
び周辺の点検・除雪
を始める。
屋根の雪下ろしは左右均等に
降雪後は、屋根に雪を乗せたままに
しないことが重要。屋根雪にはブラシ
を使う他、両側にロープを渡して２人
で斜め気味に引っ張って落とすなどの
方法がある。使用２年目以降の古いビ

す べ

ニールは、雪の滑りが悪くなるので、
優先的に除雪する。
屋根の片側だけ除雪すると片荷重に
より倒壊する恐れがあるため、均等に
雪を下ろす。風などで片側に積もって

いる場合も同様に、主骨組に予想外の
力がかかるため取り除く。
屋根から落とした側面の雪がハウス
の肩の高さを超えると、横から圧力が
かかり倒壊に至る。側面の雪は次の降
雪に備えて、除雪機などで取り除いて
おく。
また、作付けをしていないハウスで、
事前にビニールを外していても、パイ
プ接続部分へ大量に積もると倒壊の危
険があるため注意する。

農水省はこのほど、２１年度の「夏秋
野菜等の需給ガイドライン」を公表し
た。需要に即した生産を図るために、
毎年、次期作の需要量や供給量のガイ
ドラインを策定している。
直近の需給動向等を踏まえ、概ね６
月～２２年３月までに出荷される指定野
菜１２品目について推計している。それ
によると、需要量・供給量が１９年実績
に比べて増加が見込まれる品目が多い
（表）。
１９年実績より需要量の増加が見込ま
れる品目は、「夏秋ミニトマト」が５．４％

増でトップ。次いで、「夏秋大玉トマ
ト」と「夏秋レタス」がともに４．４％増
と見込まれる。減少が見込まれる品目
は、「夏ダイコン」が最も大きく４．３％
減。次いで、「夏秋キャベツ」が２．２％
減、「夏秋ピーマン」が１．７％減の順と
なっている。
需要量から算出した供給量（輸入を
含む）が１９年実績より増加が見込まれ
るのは、需要量と同様、「夏秋ミニト
マト」が５．４％増でトップ。次いで、
「夏秋レタス」が４．５％増、「夏秋大玉
トマト」が４．４％増となった。減少が見

込まれる品目は、需要量と同順。
供給量から輸入量を差し引いた国内
産供給量（収穫量）で１９年実績より増
加が見込まれるのは、「夏秋ミニトマ
ト」が６．３％増でトップ。次いで、「夏
秋大玉トマト」が４．４％増、「夏秋レタ
ス」が４．１％増と続いた。減少が見込ま
れるのは、「秋ニンジン」が５．７％減、
「夏ダイコン」が４．３％減、「夏秋キュ
ウリ」が２．２％減の順となっている。前
年大きく伸びた秋ニンジンは減少に転

じる見込み。
１９年実績より作付面積の増加率が最
も高いのは、「秋ニンジン」で５．８％
（３１０ha）増。次いで、「夏秋ミニトマ
ト」が５．４％（８０ha）増、「夏秋ナス」
が３．８％（２９０ha）増と続いた。減少は
「夏秋キャベツ」のみで、１．９％（２００
ha）減となっている。
同省は、登録生産者や登録出荷団体
が供給計画を策定する際、ガイドライ
ンを目安とすることを求めている。

農研機構果樹茶業研究部門（茨城県）
などの共同研究グループは１２月２２日、
リンゴやナシを自動収穫するロボット
のプロトタイプ（写真）を開発したと
発表。同機構の開発による機械化に適
した「Ｖ字樹形」に対応する。
農家の高齢化による生産縮小を抑え
るため、画期的な省力生産技術の開発
が求められている。果樹は多くの作業
が人の手で行われており、特に機械化
が遅れている分野となっている。
ロボットは、自動走行車両にけん引
されながら、２本のアームにより果実
の収穫を行う。収穫にハサミを使わな
いリンゴやナシを対象とした。果実を
掴む部分（ハンド）は３つの爪からな
り、傷つけない程度の力で掴みながら、
ハンドの回転により収穫を行う。
収穫した果実は、荷台に設置した果
実収納コンテナに送られる。コンテナ
が果実で一杯になると、自動で空のコ

ンテナと交換しながら収穫を継続す
る仕組み。「果実の認識」や「熟度
の判定」は、特殊なカメラからの映
像を基にAI（人工知能）が行い、収
穫に適した果実か見分ける。
収穫から収納までの一連の作業

は、人による収穫（１個当たり１１
秒）とほぼ同じ速度を実現した。機
械利用には、機械化に適したＶ字樹
形の導入が必要。改植・新植の取り
組みに対して、農水省の補助事業で
支援が行われている。
価格は、ロボット・走行車両・収
納コンテナを合わせて６００万円以下
を目標としている。また、同機構を
中心とした研究グループは、２５年頃
までに、自動薬剤散布機や自動草刈
機の市販化も目指している。

農研機構提供

農畜産業振興機構は１１月３０日、生産
者と実需者がオンラインで商談可能な
「国産やさいマッチングサイト“ベジマ
チ”」を開設すると発表。本年２月１日
から運用を始める予定としている。
新型コロナウイルス感染症の影響で
家庭内の巣ごもり需要が伸びる一方、
外食・インバウンド・給食などの業務
用需要が低迷している。展示会などの
イベント開催も難しい中、国産野菜の
生産者と実需者をつなぐことが狙い。
生産者は、マイページから自身の経
営・取扱野菜・アピールポイントなど

様々な情報を発信できる。文章以外に
も、動画や写真の発信が可能。全国の
購入希望者の検索や、メッセージ機能
による個別商談も行える。
現在、参加する野菜生産者と実需者
の会員登録の募集を行っている。利用
できるのは、生産者、生産者団体及び
集出荷業者。実需者は、外食・中食、
小売、食品製造、ホテル・旅館などの
事業者が対象で、私的利用となる消費
者は対象外。２月以降も会員登録を受
け付ける。詳細は同機構ホームページ
を参照のこと。

需給ガイドライン表

品目
需要量 供給量
(ｔ) 19年比(％) (ｔ) 19年比(％)

夏秋キャベツ ３５３，３００ △２．２ ５００，８００ △２．２
夏秋キュウリ ２３９，７００ △１．６ ２６３，０００ △１．６
秋冬サトイモ １４４，８００ １．３ １８３，２００ １．３
夏ダイコン ２１３，５００ △４．３ ２５２，３００ △４．３
夏秋トマト ２５５，９００ ４．６ ３０６，８００ ４．６
うち 大玉トマト ２０４，７００ ４．４ ２４５，４００ ４．４
うち ミニトマト ５１，２００ ５．４ ６１，４００ ５．４
夏秋ナス １６１，０００ ２．０ １８６，４００ ２．０
秋ニンジン ２５７，２００ １．０ ２８２，０００ １．４
秋冬ネギ ２２１，０００ △０．５ ３２２，４００ △０．５
夏ハクサイ １４６，１００ １．６ １８２，８００ １．５
夏秋ピーマン ６４，９００ △１．７ ８０，４００ △１．７
夏秋レタス ２３０，９００ ４．４ ２８３，９００ ４．５

△はマイナス （農水省の資料から作成）

安全に配慮した作業
①用水路など落差がある場所には近づかない。
②見回りをする際には、１人で行かない。
③滑りにくい靴を履く。
④倒壊の恐れのあるハウスには近づかない。
⑤雪下ろしを行う際、ヘルメットなどを被り、複数人で作業する。
⑥大雪や吹雪などの悪天候時には、作業は行わない。

（農水省の資料から作成）

除雪作業は複数人で安全に除雪作業は複数人で安全に
農業用
ハウス被害抑えるポイント

多くの品目で需要量増加見込み
２１年度 夏秋野菜等需給ガイドライン

人とほぼ同じ作業速度
果実収穫ロボット

生産者と実需者のマッチングに
農畜産機構、２月からサイト運用
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籾米サイレージ（以下、籾米Ｓ）
は、安価な国産濃厚飼料として注目さ
れるが、適切な給与を徹底しなければ
ならない。分離給与条件下では、亜急
性ルーメンアシドーシス（ＳＡＲＡ※）
の発症も心配される。
新潟県農業総合研究所畜産研究セン
ターは、分離給与体系において、搾乳
牛に給与する飼料の一部を籾米Ｓで代
替する際、効率的な利用法を試験によ
り明らかにした。
籾米Ｓは、乾燥籾米を破砕後、水分

３０％になるように、乳酸菌製剤を規定
量溶かした水溶液を加えて調製した。
また、いずれの試験も、粗濃比は５０：
５０とした。
①給与回数による影響
１日の給与量を２回・４回に分ける

「２回給与区」「４回給与区」を設け、

両区ともに乾物として飼料全体の２０％
を籾米Ｓで代替。代替しない対照区と
の違いを調べた。各区計９頭を供試し、
１期当たり３頭配置。３週間ごとに入
れ替えた。試験期間は９週間とした。
その結果、飼料摂取量や乳量に影響
はなかった（表１）。しかし、４回給
与区では籾米Ｓを食べ残す牛が２頭出
た。完食できない牛や選択採食が起こ
る可能性があることから、代替割合は
２０％が上限だとされた。
②給与順による影響
籾米Ｓの給与順を変化させた場合の
第一胃内環境を調査した。籾米Ｓの代
替割合は、飼料全体に対して２１％とし
た。試験区として、搾乳後に籾米Ｓを
給与する「配合先行区」、搾乳前に給
与する「籾米先行区」、配合飼料と併
給する「併給区」を設けた。各区計３

頭を供試し、１期当
たり１頭配置。３週
間ごとに入れ替え
た。試験期間は９週
間とした。
その結果、第一胃
内㏗５．８以下を示し
た時間は「配合先行
区」が他区の約２倍
となり、ＳＡＲＡ発
症リスクはやや高い
と評価された（表
２）。
籾米Ｓは、配合飼
料よりも先に給与す
るか、配合飼料と同時に与えた方が安
全である。
経済性の試算
各飼料の単価は、籾米Ｓを２８円/㎏、
配合飼料を６０円/㎏、大豆粕を８５円/㎏
とした。飼料全体の２０％を籾米Ｓで給
与する場合、濃厚飼料費は１日当たり
約７４円/頭減少。搾乳牛３０頭規模では、
年間約８０万円の削減が見込めると試算
された。

活用上の留意点
籾米Ｓは、３週間以上の期間で馴ら
しながら給与量を徐々に増やしてい
き、個体毎の採食状況を見極めること
が大切。また、飼料中の粗タンパク質
（ＣＰ）含量が低下しないよう、大豆
粕などの添加で栄養成分補正を行う。
※第一胃内㏗５．６以下の時間が１８０分
以上続く状態。採食量や乳量の低下を
招き、経済的損耗が大きい生産病。

起立不能状態が長い乳牛は、廃用に
つながる恐れがある。牛の肢に負担を
かけない牛床の整備が大切となる。
酪農学園大学獣医学群（北海道）の
獣医臨床教授・阿部紀次氏は、独房で

す べ

起立不能牛を管理する際に滑りを防止
する手法として「有孔ラバーマット
（以下、マット）」の設置が効果的で
あることを、同大学ホームページなど
で紹介している。
牛は起き上がる際、寝ている時に上

て い せ ん

にした肢の蹄の先（蹄尖）を床に突き
立てる動作を行う。この時、ふん尿な
どで牛床が汚れていると、滑ってうま
く起き上がることができない。負担の
ない起立動作には、牛床のクッション
性とグリップ性が重要となる。
そこで同氏は、雪国の玄関で滑り防
止に用いられるマットに注目。独房に
設置し、敷料を被せた状態で、同大学
内農場にて起立不能牛を管理した。な

お、水はけや平面の
多さなどを考慮し、
マット本来の表裏を
逆にして設置した。
蹄病での事例

て い て い か い よ う

右後肢に蹄底潰瘍
を発症した牛。発症
９日目に独房へ移動
した。移動初日は、

独房前半面のみに３枚設置。その結
果、牛の下半身がマットに乗らず、起
立動作では左後肢端を地面に突き立て
るタイミングで腰が左に大きく揺ら
ぎ、左後肢端が後方に滑った。起立に
は約９．３秒かかった。
翌日、独房全面にマットを６枚設置。
前日よりもスムーズに起立した。かか
った時間は約５．５秒に短縮され、マット
によりグリップ力が増したことがうか
がえた。同牛は７日後、群に戻すこと
ができた。

乳熱での事例
前産次に乳熱を既往し、今産は過肥
気味となっている牛。マットを全面設
置した独房に移動した。起立不能状態
で、獣医師がカルシウムを点滴した後、
立ち上がろうとした。
後肢がおぼつかないことが予想され
たが、比較的スムーズに起立。足運び
がバタバタしたり、両足が開脚したり
することはなかった。同牛は３日後、
群に戻すことができた。農場管理者か
らは「敷料は保温と除ふんのために必
要だが、減らせる可能性がある」とい
う意見が出た。
まとめ
マットは設置・片付けが簡単。牛が

換わる度に独房を清掃でき、衛生面で
も問題はない。
ホームセンターなどで一般的に売ら
れており、価格は１枚（１．０×１．５ｍ×
２２㎜）当たり４千円程度。利用時は、
マットのズレを防止するため全面設置
とし、マット同士は直径５㎜程度のヒ
モなどでつなぐこと。
同氏は、「牛は、足元が不安定で痛
みを感じれば寝たままで起きないし、
逆にずっと寝ないこともある。ストレ
スのない環境で横になり、反すうでき
れば、産後や疾病からの回復も早ま
る」と考察。独房だけでなく、削蹄現
場や家畜運搬車などでも応用できる可
能性も示している。

冬場は寒冷により、家畜に病気が発
生しやすい条件となる。急な冷え込み
で、踏み込み消毒槽の凍結も心配され
るため、対策が必要となる。
消毒槽の凍結には、車のフロントガ
ラス洗浄に使うウインドウォッシャー

液（Ｗ液）などの不凍液を利用する
のが効果的。Ｗ液は引火性があるた
め、同量の水に混ぜて利用する。で
きた液体に、通常と同様に消毒液を
混ぜ合わせて利用する。中蓋を浮か
べるのも凍結防止に効果がある。
消毒効果を高めるため、靴の汚れ
（有機物）はしっかり落としてから
消毒槽に入る。消毒槽の隣に靴洗浄
用の水槽も併せて用意する。

設置例（削蹄枠場）

酪農学園大学提供

（一社）酪農ヘルパー全国協会は
１２月３日、２０年版の「酪農へルパー
の利用実態（速報）」を公表した。
都府県では、利用組合数が減少する
中、農家の年間利用日数は、北海道
同様に増えている。
２０年８月１日時点での全国の利用
組合数は、前年に比べて１２組合減少
し２７３組合（北海道８６組合、都府県１８７
組合）。北海道は近年同数で推移し
ているが、都府県の組合数減少が続
いた。参加戸数は４２３戸減の１万３８６
戸で、１利用組合当たり平均３８．８戸
（北海道５６．７戸、都府県３０．３戸）とな
っている。
１９年度の利用状況をみると、利用

戸数は前年度より４４１戸減（北海道９６戸
減、都府県３４５戸減）の９０４３戸。総利用
日数は５６５１日減（北海道４３０日増、都府
県６０８１日減）の２１万３４１１日となってい
る。
利用農家１戸当たりの年間利用日数
は、全国平均で０．５０日増えて２３．６０日。
北海道は２３．８２日（０．６６日増）、都府県
は２３．４２日（０．３７日増）となっている。
年間１２日以上利用した割合は６６．９％
（北海道６３．８％、都府県６９．４％）で、０．８
㌽増加した。
ヘルパー要員数は、全国で１７７３人と
前年より５９人減少した。その一方、女
性の専任ヘルパーは全国で１２人増え、
１４６人となった。

表１ 籾米サイレージ２０％給与時の飼料摂取状況及び乳生産（各区 n=９）
項目 対照区 ２回給与区 ４回給与区

体重（㎏） ６１６．９ ６２０．７ ６２０．６
乾物摂取量（㎏/日） ２１．９ ２１．８ ２１．２
乳量（㎏/日） ２６．３ ２７．４ ２８．５
乳脂肪分率（％） ４．３ ４．６ ４．５
無脂固形分率（％） ８．９ ８．８ ８．８
乳タンパク質率（％） ３．５ ３．５ ３．６
乳中尿素窒素（㎎/dL） １１．２b １２．４ab １３．１a

注１ 同一行異符号間に有意差あり（ａ，ｂ：Ｐ＜０．０５）
注２ 濃厚飼料の給与順（籾米Ｓ：籾米サイレージ）
対 照 区：アルファルファヘイと配合飼料→（１または１．５時間後）→配合飼料
２回給与区：アルファルファヘイと配合飼料→（１または１．５時間後）→籾米Ｓと大豆粕
４回給与区：アルファルファヘイと配合飼料と籾米Ｓ→（１または１．５時間後）→

アルファルファヘイと配合飼料と籾米Ｓ

表２ 籾米サイレージの給与順の違いによる第一胃液㏗の変化（各区 n=３）
項目 籾米先行区 併給区 配合先行区

曰最高㏗の平均値 ６．８ ６．８ ６．８
日最低㏗の平均値 ５．９ ５．８ ５．８
㏗５．８以下の最長時間（分／日） ８０ ７０ １６０
ＳＡＲＡ発症リスク 並 並 やや高

注１ 濃厚飼料の給与順（籾米Ｓ：籾米サイレージ）
籾米先行区：籾米Ｓと大豆粕→搾乳→配合飼料
併 給 区：配合飼料と籾米Ｓと大豆粕→搾乳→配合飼料と籾米Ｓと大豆粕
配合先行区：配合飼料→搾乳→籾米Ｓと大豆粕

注２ ㏗５．８以下の最長時間は、平均化せずに３頭中の最大値を示す
表１、２ともに新潟県農業総合研究所畜産研究センターの資料から

新潟県農業総合研究所畜産研究センター

乳
牛給与回数の摂取量・乳量への影響なし
籾米サイレージ分離給与での効率的利用法

２０年 都府県で組合数減少続く牛床に「有孔ラバーマット」が効果的
酪農ヘルパー利用実態起立不能牛の（滑り防止

衛 生 面）両立へ

凍結防止に不凍液
冬の踏込消毒槽
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畜産経営において、家畜伝染病の予
防は最重要となる。防疫のため消石灰
を使う機会が多いが、その効果の程度
は肉眼では判断が付かず、また、粉状
のため風で飛ばされやすい。
室蘭工業大学（北海道）は、消石灰
の効果の有無を色の変化で確認できる
液体資材と、風で飛ばされにくい多機
能粒状消石灰を、共同研究機関と共に
開発した。
消石灰は強アルカリ性。開発した可
視化剤は液体で、リトマス紙と同じ仕
組みを利用している。液体をかけた消
石灰が青色（強アルカリ性）の時は効
果あり、赤紫色（弱アルカリ性）だと
効果なし、と一目で消毒効果が判別で

きるようになっている（写真１）。
液体は、車などが通る農場の出入口
や、人の出入りが多い畜舎出入口など、
気になるところに部分的に垂らすだけ
で使用可能。使い始めは色々な箇所に
液体を垂らし、慣れてきたら部分的に
使用することが勧められている。多機
能粒状消石灰以外の通常の粉状の消石
灰でも使用が可能。散布の過不足を防
ぎ、効果的・効率的な防疫作業に役立
つ。価格は現状、２０～３０㎖のボトル入
りで３０００～４０００円程度を予定してい
る。
多機能粒状消石灰は、従来の粒状消
石灰と比べて、以下の２つの特長を備
えている。１点目は、通常の粒状消石

灰に比べて約２倍効果が長
持ちすること。消臭剤など
に使われるゼオライトを配
合していることで、高い吸
着能の効果でアルカリ性が
持続する。２点目は、人や
車が踏むと壊れる適度な固
さになっていること。「造
粒」という技術により、作製時間によ
って程よい硬さに調節することが可能
となった（写真２）。
従来の粉末消石灰に比べて、効果が
認められる㏗１０を上回った日数は１６０
日以上と、従来品の約３０日の５倍以上
だった。散布方法は従来品と変わらず、
撒く際にはマスクやゴーグルの使用が
推奨されており、直接皮膚などに付か
ないよう注意が必要。使用量は１㎡当
たり０．５～１㎏（２０～４０㎡当たり２０㎏程
度）。道内や九州を中心とする１道９
県での８０９戸の実証試験では、「散布し
やすい」「可視化剤が見やすい」とい

う意見が約９割を占めた。
可視化剤及び多機能粒状消石灰の販
売の時期は、ともに今年の４月以降を
目指している。なお、２つの技術は特
許を取得済み。

肉牛出荷頭数は、枝肉相場を左右す
る大きな要素となる。（独）家畜改良
センター公表の「牛個体識別情報月齢
別飼養頭数（２０年１１月末）」（以下、
「個体識別記録」）などを基に、今年
の出荷頭数を予測した。

乳去勢

乳去勢の年間出荷予測頭数は約１５万
４０００頭で、前年に比べ４．６％減の見込
み。「個体識別記録」によると、総飼
養頭数は約２５万頭と調査開始以来最も
少なく、減少が続いている。農水省の
「畜産統計」によると、乳用牛の飼養
頭数は１９年から増加に転じたが、去勢
牛は減少が続いている。（一社）日本
家畜人工授精師協会公表の「乳用牛へ
の黒毛和種の交配状況について」では
性選別精液の利用割合の増加傾向が継
続しており、雌牛が増加していること
も要因であると考えられる。
月別の出荷予測は、１～３月が平均

約１万２３００頭、４月が大型連休前であ
ることを考慮し約１万３１００頭を見込
む。７月は１万４４００頭に達すると見込
まれ、その後は約１万２８００頭前後で推
移するとみられる。最需要期である１１
～１２月は平均約１万２８００頭と予測され
る。

交雑種

交雑種の年間出荷予測頭数は合計で
約２２万９３００頭と、前年に比べ１．０％増の
見込み。去勢が約１２万５００頭で０．１％増、
雌が約１０万８８００頭で２．０％増とみられ
る。個体識別記録によると、総飼養頭
数は約５１万９０００頭と、前年から４．９％増
加している。
月別の出荷予測は、１～３月が平均
約１万９５００頭、４月は約２万１８００頭に
達すると予測される。７月は２万１３００
頭と見込まれる。その後は約１万７６００
頭前後で推移すると見込まれ、最需要
期である１１～１２月は平均約２万１３００頭

と予測される。

黒毛和種

黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約４８万２４００頭と、前年に比べ０．５％
増の見込み。去勢が約２６万４４００頭で
０．６％増、雌が約２１万８０００頭で０．４％増
とみられる。個体識別記録によると、
総飼養頭数は約１７０万７０００頭と１．８％増
えている。
月別の出荷予測は、１～３月が平均

約３万６５００頭、４月は約４万７９００頭に
達すると予測される。７月は４万７７００
頭と見込まれる。その後は約３万５５００
頭前後で推移するとみられ、最需要期
である１１～１２月は平均約５万９００頭と
予測される。
なお、出荷月齢は、乳去勢は２０ヵ月
齢、交雑去勢及び雌は２６ヵ月齢、黒毛
和種去勢は２８ヵ月齢、黒毛和種雌は３０
ヵ月齢に設定し、それぞれ月齢前後１
ヵ月の飼養頭数を平均して予測した。

農畜産業振興機構は１月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキ
ン）の２０年１１月販売分の交付金単価（概
算払）を公表した。
新型コロナウイルスの影響により、
交雑種・乳用種の販売価格は前年同月
を下回って推移していることから、そ
れぞれ１０ヵ月連続、５３ヵ月連続の発動

となった。なお、肉専用種は１０道県で
発動している。
１頭当たりの交付金単価は、交雑種
が７万５３６５．６円、乳用種が３万４１４４．７
円となった。前月に比べて交雑種は販
売価格の上昇で５万２１０２．８円の減額。
乳用種は増減要因が少なく、１７５．５円の
増額だった。
なお、積立金が不足する都道府県で
は、国費分のみ（４分の３相当額）の
支払いとなる。

日本家畜人工授精師協会は１２月１６
日、「乳用牛への黒毛和種の交配状
況について（２０年７～９
月）」を公表した。黒毛和
種を交配した割合は、全国
平均で３８．２％（前期比０．６
㌽増、前年同期と同値）と、
前回から微増した。１９年４
～６月期から、継続して
３５％を超えている。
延べ人工授精頭数の８

割以上を占める北海道の
黒毛和種の交配割合は２５．７％（前期
比０．９㌽減、前年同期比０．１㌽減）で、

都府県は同５３．４％（２．３㌽増、０．５㌽減）
だった。

黒毛和種の授精頭数の多い
地域をみると、関東が同
５４．４％（０．６㌽増、０．４㌽減）、
東北が同３９．２％（０．３㌽増、３．２
㌽減）などとなっている。
なお、延べ人工授精頭数は、
北海道２５万４３４６頭（２．１％増、
３．２％減）、都府県４万２４６８頭
（１７．８％減、９．１％減）。
性選別精液の利用割合は、

全国で１８．７％（０．５㌽増、１．８㌽増）と増
加傾向が続いている。

効果あり : 青

写真１ 消毒効果の可視化剤

写真２ 多機能粒状消石灰

写真１、２ともに室蘭工業大学提供

効果なし : 赤紫

消毒効果の可視化剤を開発
「多機能粒状」消石灰も

交雑・和牛増加、乳用種は減少の見通し
２１年肉牛出荷頭数予測

全
国
平
均
３８
・
２
％
に
上
昇

乳
用
牛
へ
の
黒
毛
和
種
交
配
率

交雑・乳用種ともに発動
牛マルキン１１月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

全品種の出荷頭
数減少で、相場
の下げは小幅か

１２月の牛枝肉相場は、各品種で高値
を維持した。年末年始向け手当てに加
え、和牛肉の輸出量の増加などで、一
昨年のような相場の下げはなかった。
だが、新型コロナウイルス（以下、コ
ロナ）の感染拡大を受けた政府の緊急
事態宣言の再発令で、飲食店の営業時
間短縮、会食や外出の自粛により、今
後の販売動向は不透明となっている。
【乳去勢】１２月の東京市場の乳牛去
勢Ｂ２税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９６７円（前年同月比１０１％）
となり、前月に比べ１２円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の乳用種の全国出荷頭数は２
万５８００頭（９３％）と減少を見込んでい
る。
【F１去勢】１２月の東京市場の交雑種

（F１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１６９５円（前年同月比１０２％）、Ｂ２は
１５０６円（１０３％）となった。前月に比べ
それぞれ１０１円、５３円上げた。
同機構は、１月の交雑種の全国出荷
頭数を１万７８００頭（９８％）と減少に転
じると予測している。
【和去勢】１２月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２６４４
円（前年同月比１１６％）､Ａ３は２３７４円
（１１９％）となった。前月に比べそれぞ
れ１４９円、８６円上げた。
同機構は１月の和牛の全国出荷頭数

を３万３３００頭（９６％）と予測。牛全体で
は７万８２００頭（９６％）と見込んでいる。
１月の輸入量は総量で４万４７００ｔ

（９４％）と予測。内訳は冷蔵品１万９６００
ｔ（９６％）、冷凍品２万５１００ｔ（９３％）。

冷蔵品は、豪州の生産量減
少に伴う現地価格の高騰
や、コロナの影響による北
米工場の作業効率の低下が
継続する中、前年度の日米
貿易協定の発効による関税
引き下げを見越した通関繰
越の反動などから、前年同
月をやや下回る見込み。冷
凍品は、冷蔵品と同様の影
響などから、前年同月をか
なりの程度下回ると予測し
ている。
コロナの緊急事態宣言

で、外食など業務用需要の
減退が予想される。一方、
内食需要がさらに高まり、

引き合いが強まるものとみられる。
相場が下降する時期だが、出荷頭数
は全品種で減少すると予測されてい
る。家計消費は堅調に推移することが
見込まれ、スーパー向けなどの引き合
いで、相場は小幅な下げにとどまるか。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
９５０円、F１去勢Ｂ３が１５００～１６００円、Ｂ
２は１３５０～１４５０円、和牛去勢Ａ４が
２５００～２６００円、Ａ３は２２５０～２３５０円で
の相場展開か。

内食需要継続と
出荷頭数減少で
強もちあいか

１２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５３６円（前年同月比
１０５％）、中物は５０１円（１０５％）だった。
前月に比べそれぞれ５円、８円上げた。
内食需要が堅調で中旬から強含みとな
り、下旬には上物が６００円台に上昇し
た。昨年は内食需要で３月に相場が上
がり、４月以降は上物、中物ともに前
年同月を上回って推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１月は１３９万３千頭（前年同月比
９６％、過去５年同月平均比９９％）、２月
は１３０万７千頭（９９％、９９％）と平年を
下回って推移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の輸入量は総量で６万６９００ｔ

（前年同月比９３％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万３２００ｔ（９９％）、冷凍品３
万３７００ｔ（８７％）。冷蔵品は新型コロ
ナウイルス（以下、コロナ）の影響に
よる北米工場の作業効率の低下などか
ら、前年同月をわずかに下回ると予測。
冷凍品は国内の在庫が高い水準にある
ことに加え、コロナの影響による外食
需要の減少などから、前年同月を大き
く下回ると見込んでいる。
コロナの感染拡大で、内食需要は引
き続き堅調に推移するものとみられ
る。出荷頭数の減少予測に加えて、鳥
インフルエンザの発生拡大に伴う鶏肉
の代替需要が見込まれることから、相
場は強もちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５２０～５５０円、
中物は４８０～５１０円での相場展開か。

乳素牛もちあい、
スモールは強含
みの展開続くか

【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万５２９４円（前年同月比１０４％）、F１
去勢は４５万５１４０円（９２％）となった。
前月に比べ、乳去勢は８９７円の下げで、
ほぼ横ばい。F１去勢は枝肉相場の上昇
などが要因で、３万６７３０円と大きく上
げた。
牛肉の内食需要の継続が見込まれて
おり、両品種とも、もちあいで推移か。
【スモール】１２月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が１０万

３４１６円（前年同月比９９％）、F１（雄雌
含む）は１６万４３２５円（７１％）となっ
た。前月に比べそれぞれ３６２円、６６３１
円上げた。
枝肉相場が堅調に推移していること
から、両品種とも強含みの展開が継続
するか。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、８１万
６３７７円（前年同月比１０４％）となった。
前月に比べ５万３５３０円上げた。枝肉価
格の上昇が主な要因で、前年同月を上
回る高値となった。
１１～１２月に高値だった和牛肉の販売
動向は、新型コロナウイルスの緊急事
態宣言で不透明。子牛の相場は弱もち
あいの展開か。

農水省は１２月１０日に開いた食料・
農業・農村政策審議会畜産部会で、
食肉需給への新型コロナウイルス感
染症の影響について、資料を提示し
た。それによると、２０年１～１０月累
計の国産食肉の「推定出回り量」（消
費量に相当、生産量＋輸入量―輸出
量±国産・輸入在庫増減）は、家計
消費の増加で前年同期に比べ増加し
ている。
新型コロナウイルス感染症が確認
された１月以降、国産食肉の推定出
回り量は、家計消費中心の豚肉・鶏
肉において、緊急事態宣言が発令さ

れた４月を中心に増加がみられた。牛
肉も６月以降は増加または横ばいで推
移した。一方、輸入食肉は外食需要の
減退を受け、過去２年の水準を下回る
月が多かった。
１～１０月累計の畜種別の食肉需給状
況は、前年同期に比べ牛肉、豚肉、鶏
肉いずれも生産量が増加の一方、輸入
量は減少（表）。推定出回り量は、前
年同期に比べ牛肉が９８．４％、豚肉が
１０１．２％、鶏肉が９９．８％だった。うち国
産は、牛肉が１０２．１％、豚肉が１０２．３％、
鶏肉が１０３．３％といずれも増加してい
る。

１２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４６０ ５４９ ２７５ ２８６ ２５７，３５４ ２４９，０４４ ９３６ ８７１
Ｆ１去 １，５４８ １，２３７ ３１５ ３１６ ４５４，８６８ ４２９，５２６ １，４４４ １，３５９
和去 １，６００ １，３８９ ３０８ ３１１ ８１３，４７９ ７４４，５１６ ２，６４１ ２，３９４

東 北
乳去 ２ １ １３６ ２３９ ７９，２００ ３５，２００ ５８２ １４７
Ｆ１去 ３ ４ ２１４ ２００ ２２１，４６７ ２２１，６５０ １，０３３ １，１０８
和去 １，８５３ １，８９８ ３０２ ３０４ ７７４，９９８ ７３３，１２２ ２，５６６ ２，４１０

関 東
乳去 １５ ３３ ２１９ ２８２ １６１，１１３ ２５２，９３３ ７３６ ８９８
Ｆ１去 １０９ ８３ ２９６ ２９３ ４３１，８８５ ３８５，３４２ １，４５８ １，３１４
和去 １，０７０ ７０１ ２６５ ２７０ ７７３，９９１ ７１４，７３０ ２，９１９ ２，６４９

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ５２ １７７ ２７９ ２５９ ７９９，５３０ ６９７，０３３ ２，８６６ ２，６９４

東 海
乳去 ５ １１ ２８５ ２９３ ２５６，９６０ ２４３，３００ ９０２ ８３０
Ｆ１去 ３８ ３４ ３０３ ３１７ ４５１，４９２ ３７９，２４１ １，４９０ １，１９８
和去 ２７９ ４９９ ２５６ ２６５ ８３０，６５３ ７５５，０３４ ３，２３９ ２，８４９

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４４０ ４４５ ２５２ ２６０ ８１８，４０５ ７８３，１４０ ３，２４８ ３，００９

中 四 国
乳去 ５０ ４４ ２６１ ２６０ ２１３，９５０ ２１７，６２５ ８１８ ８３８
Ｆ１去 １１８ １９９ ３０７ ３０９ ４１４，４８５ ３９０，１２９ １，３５２ １，２６４
和去 ７７９ ５６４ ２８９ ２８５ ８０７，６２０ ７２８，７９０ ２，７９８ ２，５６０

九州・沖縄
乳去 ４１ ２０ ２５０ ３１１ １８５，６８５ ２３１，７１５ ７４２ ７４６
Ｆ１去 ３３７ ３５３ ３０９ ３１３ ４８０，６３８ ４０９，１７８ １，５５５ １，３０９
和去 ８，１２８ ９，０６５ ２８８ ２８９ ８３２，３０８ ７７８，２０３ ２，８９２ ２，６９１

全 国
乳去 ５７３ ６５８ ２７０ ２８５ ２４５，２９４ ２４６，１９１ ９０８ ８６４
Ｆ１去 ２，１５３ １，９１０ ３１２ ３１３ ４５５，１４０ ４１８，４１０ １，４５９ １，３３７
和去 １４，２０１ １４，７３８ ２８８ ２９０ ８１６，３７７ ７６２，８５７ ２，８３５ ２，６３１

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

２０２０年食肉需給状況（１～１０月累計）
生産量 輸入量 輸出量 推定出回り量 うち国産 うち輸入

牛肉
（前年同期比）

２６９，１８８ ５０１，８７２ ３，７４３ ７５３，００１ ２６７，１７２ ４８５，８２９
（１０１．２％） （９７．４％） （１０９．１％） （９８．４％） （１０２．１％） （９６．５％）

豚肉
（前年同期比）

７５２，０９４ ７４９，１２２ １，８５２ １，４９７，４５１ ７５１，７１５ ７４５，７３６
（１０２．１％） （９３．３％） （１１７．２％） （１０１．２％） （１０２．３％） （１００．１％）

鶏肉
（前年同期比）

１，３８３，８５０ ７１０，６６６ ８，２３０ ２，０９１，５５３ １，３７６，５９０ ７１４，９６３
（１０２．６％） （９３．７％） （１１１．２％） （９９．８％） （１０３．３％） （９６．１％）

※牛肉、豚肉は部分肉ベース。鶏肉（調整品含む）は、食料需給表ベースで試算。 （農水省の資料から）

国産食肉出回り量が増加
２０年１～１０月、コロナの需給への影響
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


